
美
し
く
切
り
取
ら
れ
た
映
像
を
追
っ
て

８
０
０
０
キ
ロ
の
旅
に
で
た

作
物
の
作
ら
れ
な
い
畑
地
を
走
り

お
も
ち
ゃ
が
散
乱
し
た
ま
ま
の
幼
稚
園
を
訪
ね
た

コ
パ
チ
村
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
か
ら
５
キ
ロ

か
つ
て
の
村
の
存
在
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
け
が
残
っ
て
い
る

人
の
い
な
い
村
で
感
じ
た
戦
慄
は

豊
か
な
大
自
然
に
追
想
の
記
憶
を
添
え
た

泉
ツ
ア
ー
は
参
加
し
た
ひ
と
り
一
人
の
内
で
想
像
さ
れ
て
い
く
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私がツアーに参加したのは ......

「ナージャの村」「アレクセイと泉」

の上映会をして、行ってみたかった。

　泉の水を飲んでみたい。

わずらわしい日常から、あのゆったりした時間の流れに

身をおきたかった。（峰村富士雄）

ナージャ本人からの手紙

を英訳し、日本の映画を生徒達と共に鑑賞し、二人に送るメッ

セージをＰＣで製作する中で 21 世紀の若者にツアーに参加してもらおうと

SARS の事もあったが「先生も行くから一緒に行こう」と英語のクラスで誘

いをかけた次第です。チェルノブイリ・本橋監督と上映会・森のパー

ティと魅力は大きかった。（寺島勇輔）

映画を観ながら自然の中での本当の自然生活を私もしたい、

ここに住みたい、とさえ強く思ったからです。（福永佐和子）

│
大
地
と
村
人
の
笑
顔
に
出
会
う
│

　

７
月
23
日
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
一
行
22
人
が
成
田
空
港
を
出
発
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら

通
訳
さ
ん
ら
３
人
が
合
流
し
、
25
名
の
旅
と
な
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
の
空
港
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
乗
り
換
え
に
４
時
間
待
ち
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
エ
フ
の
ホ
テ
ル
に
着
い
た
の
は
、
深

夜
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
日
か
ら
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
８
日
間
、
午
後
10
時
前
に
ホ
テ
ル

に
戻
っ
た
日
は
１
日
と
な
く
、
強
行
日
程
の
旅
だ
っ
た
。

　

猛
暑
の
中
を
三
ヵ
国
ま
わ
り
、
30
日
、
再
び
曇
天
の
成
田
に
戻
り
、
ま
だ
梅
雨
が
明
け
て

な
い
の
を
知
っ
て
驚
い
た
。

　

今
年
の
ツ
ア
ー
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
見
学
と
ブ
ジ
シ
チ
ェ
村
で
の
野

外
上
映
会
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
。
原
発
の
解
体
計
画
に
は
、だ
れ
も
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、

映
画
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
を
見
て
、
現
地
を
訪
れ
た
い
と
参
加
さ
れ
た
方
が
、
大
半
だ
っ

た
の
で
、
泉
の
前
の
広
場
で
の
上
映
と
村
人
と
の
交
流
会
は
、
思
い
出
深
い
も
の
に
な
っ
た
。

満
天
の
星
の
も
と
、
イ
ワ
ン
さ
ん
の
家
の
壁
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
張
っ
た
。
フ
ィ
ル
ム
が
回
り

始
め
る
と
村
人
た
ち
は
大
喜
び
、「
あ
れ
は
、家
の
馬
だ
よ
」「
ば
あ
さ
ん
が
、写
っ
て
い
る
よ
」。

ニ
ー
ナ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
イ
ワ
ン
爺
さ
ん
と
の
浮
気
問
答
に
笑
い
っ
ぱ
な
し
、
出
演
し
た

村
人
と
肩
を
並
べ
て
見
る
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
は
圧
巻
だ
っ
た
。

２
０
０
３
年
Ｊ
Ｃ
Ｆ
泉
ツ
ア
ー
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ブジシチェ村上映会

村人との交流は素敵でした。欲をいえば、楽器があって踊れればサイコーでし

たが・・・パーティのお食事、おいしかったですね。じゃがいも・ピクルス・

牛乳ごはん・・・皆さん立っていましたが、私はシートに座り込んでしっかり

いただきました。映画では、泉の冬のシーンが多かったでしょう。真夏の泉、

ちょっと印象が違いました。泉の水、つめたく、おいしかった。溝田さんが、ペッ

トボトル 4 本の内、1 本を下さいました。屋外上映会、蚊は思ったより大した

ことなかったですね。上映したことは、本当によかったです。180 度満天の星、

生まれてはじめて見ました。村の風景は私の視野で見るのと、映画のカメラで

とらえるのと、ずいぶん違うのだと、やはり、映像芸術のすばらしさを思いま

した。村へ入る林の中の道、バスが揺れ、全くうまく撮れなくて残念。

　　　　　　（沢村和代）

アレクセイのナレーション

はとても印象的でした。屋

外での上映の企画はすばら

しい！村人たちもすっかり

リラックスしていました。

（河東あや）

子ども達（村人じゃないかな？）は、やさしく、素直な子が多く、楽しかった。

お年寄りの人たちも心を開き、温かい人たちだと思う。ほんもののアレクセイ

もとても良い人だ。

・泉は思っていたほど美しくなかったが、とても美味しかった。

・村人達が大喜びで見ていて、上映会をやってよかったと思う。

「アレクセイと泉」の存在価値、この映画の必要性を今更ながらに思う。

（多賀さゆみ）

村人との交流は大変楽しかった。素朴な村人とコトバはわからなくても、親し

くなれた。アレクセイの家にニーナが案内してくれ、嬉しかった。

屋外上映会では、戦後、近くの小学校の校庭で、夜、映画会があったことを想

い出した。村人と草の上にすわって映画を見たこと、よい思い出。夏休みに帰っ

てきた（遊びに来た）子ども達と一緒に折り紙できて楽しかった。（山浦恵津子）
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チェルノブイリ原発展望台内設置モニター計器の測定値は 1.8 マイクロレントゲン / 時間

泉ツアー各地の放射線測定値（2003 年 7 月 23 日～ 7月 30 日）

　

「
原
発
い
ら
ん
！
下
関
の
会
」
の
人
た
ち
な
ど
で
今
年
１
月
に
上
映

会
が
行
わ
れ
、
大
き
な
反
響
と
感
動
を
呼
ん
だ
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」

の
村
を
訪
ね
る
旅
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。
泉
の
修
理
に
、
村
人
が

斧
一
本
で
組
み
込
み
を
し
、
木
枠
を
合
わ
せ
て
し
ま
う
技
術
に
は
ほ

れ
ぼ
れ
し
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な
人
々
の
住
む
村
を
訪
ね
ら
れ
る
こ

と
に
わ
く
わ
く
し
て
の
出
発
で
し
た
。
放
射
能
が
心
配
で
、
簡
易
放

射
能
検
知
器
を
購
入
し
て
い
た
の
を
持
参
し
て
、
常
時
測
定
も
し
て

回
り
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
１
５
０
キ
ロ
の
都
市
や
村
で
は
、
日

本
の
通
常
値
の
２
倍
か
ら
３
倍
で
し
た
。
原
発
か
ら
30
キ
ロ
ゾ
ー
ン

（
立
入
り
禁
止
地
区
）
の
、
ま
た
、
そ
の
中
の
10
キ
ロ
ゾ
ー
ン
に
あ

る
幼
稚
園
の
廃
墟
を
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
中
は
当
時
の
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
て
、
本
や
遊
び
道
具
が
散
乱
し
た
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
森

の
中
で
は
な
ん
と
約
60
倍
の
検
出
も
し
た
の
で
す
。

　

い
よ
い
よ
原
発
に
近
づ
き
ま
す
。
検
知
器
の
測
定
値
は
だ
ん
だ
ん

上
が
っ
て
き
ま
す
。
案
内
さ
れ
た
原
発
の
１
０
０
ｍ
近
く
の
展
望
所

で
は
（
灰
色
の
石
棺
が
真
正
面
に
見
え
る
所
）
約
80
倍
の
検
出
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
の
音
も
し
な
い
石
棺
の
近
く
で
は
ゆ
っ
く

り
と
作
業
し
て
い
る
人
も
見
え
ま
す
。
あ
の
世
界
を
震
撼
さ
せ
た

原
発
事
故
そ
の
も
の
な
の
か
と
不
思
議
に
思
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
同

行
の
金
さ
ん
も
持
っ
て
き
た
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
を
マ
ス
ク
代
わ
り
に

す
る
ほ
ど
の
警
戒
を
、
は
ず
す
ほ
ど
の
静
か
な
状
態
で
し
た
。
し
か

（ウクライナ製簡易放射能検知器による）

場所
測定値

Sv/h

比較

倍

年間

mSv

自然界から受ける放射線量 1

東京 0.06 1 0.5256

飛行機内（東京～モスクワ） 1.88 31

モスクワ空港 0.21 3.5

キエフ市内ソフィア寺院内庭 0.3 5

10 キロ圏内幼稚園内 0.69 11.6

10 キロ圏内幼稚園の外の森 3.6 60

チェルノブイリ原発展望台内 4.66 77 40.775

ブジシチェ村に入る森 1.91 32 16.73

ブジシチェ村広場 0.17 2.8 1.49

μ

し
、
７
年
前
に
は
、
10
キ
ロ
ゾ
ー
ン
に
入
る
時
は
、
下
着
以
外
は
全

部
着
替
え
て
原
発
に
入
る
特
別
服
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
原
発
事
故
か
ら

17
年
目
に
な
り
、
そ
の
間
の
除
染
作
業
結
果
な
の
か
、
自
然
現
象
の

雨
や
嵐
、
雪
で
洗
い
流
さ
れ
た
の
か
と
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

翌
日
は
、
埋
葬
さ
れ
た
村
（
映
画
「
ナ
ー
ジ
ャ
の
村
」）
を
訪
れ
、

レ
ン
ガ
造
り
の
ペ
チ
カ
だ
け
が
残
っ
て
無
残
な
風
景
に
出
く
わ
し

ま
し
た
。
夕
方
は
ナ
ー
ジ
ャ
の
家
族
を
交
え
て
、
河
畔
の
森
で
パ
ー

テ
ィ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
河
原
に
は
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
だ
跡
が

あ
り
、
一
時
の
夏
を
楽
し
む
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

μ

あ
り
、
一
時
の
夏
を
楽
し
む
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

μ

　

次
の
日
、
ブ
ジ
シ
チ
ェ
村
に
入
り
ま
し
た
。
村
に
入
る
森
の
道
は

30
倍
の
放
射
能
を
計
測
し
ま
す
。
村
は
３
倍
程
度
に
落
ち
つ
き
ま
す
。

村
は
砂
地
の
道
で
、
馬
の
糞
が
落
ち
て
い
た
り
す
る
牧
歌
的
な
ス
テ

キ
な
所
で
す
。
広
場
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
村
人
と
は
、
抱
き
合
い

一
瞬
の
う
ち
に
打
ち
解
け
あ
い
ま
す
。
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
泉
も

す
ぐ
そ
こ
で
す
。
冷
た
い
、
口
に
含
む
と
ま
ろ
や
か
な
味
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
持
ち
帰
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

入
院
し
て
い
る
子
ど
も
に
会
い
、
持
っ
て
行
っ
た
折
り
紙
で
鶴
や

風
船
な
ど
を
折
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
２
歳
く
ら
い
の
子
に
、
や
っ
こ

さ
ん
を
折
っ
て
似
顔
絵
を
描
い
て
や
る
と
喜
ん
で
く
れ
、
風
船
を
投

核とおさらばしたい
溝田一成（広島県）
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ゴメリ州立病院

　ゴメリ州立病院はとても大きな病院で、入ったのは小児血液病棟というほん

の一角だったが、明るくきれいな子ども達が遊べる部屋があり、雰囲気のよい

場所だと思った。通信設備なども大事に扱われている印象を受けた。また大き

な病院だと、どうしても横柄な態度の医師を連想してしまいがちだが、ここに

はとても優しそうな医師と騒いでいても大目に見てくれる看護婦さんがいた。

　ＪＣＦの医療協力活動について、実際にゴメリ州立病院を訪問して、医療機

器や衛星通信設備など、現場に即したものもが用意され、活用されていること

を目の前で確認できた。当たり前のことかもしれないが、必要な物を用意した

り、実際使用したりするまでは、お互いの状況を把握しなければならない。よ

く最新の機械を導入して、結局は使用法がわからず、使われずじまいというこ

とを耳にするがここではそれが活かされているようだし、また、医薬品も確実

に届いているところから、ＪＣＦの協力活動を目にすることができて良かった

と思う。

　小児血液病棟に入院している子供達と会い、最初の内は硬い表情をしていた

子ども達も、次第になじんできて、折り紙にはずいぶん興味を示していた。ま

だ小さいアリョーシャ君やイリヤ君は、風船が好きで力いっぱい投げてきた。

部屋の中ははじけるような笑顔と笑い声であふれていた。アリョーシャ君は、

人一倍元気でいろいろな物を私たちに見せたくて、大きなおもちゃまで廊下に

引っ張ってきて、走り回っていた。こんなに元気なのに、なぜ病院にいるのか

が不思議なほどだった。今はあまり症状が出ていなくても、苦しんだり、辛い

時期が来てしまうことを、私はどうしても考えられなかった。

げ
て
キ
ャ
キ
ャ
と
う
れ
し
そ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。
病
気
に
な
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
現
実
を
目
に
し
て
な
ん
と
も
い
い
き
れ
な

い
、
ど
う
し
て
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
の
か
、
病
院
に
入
院
で
き
な
い
で
治
療
も
受
け
ら
れ
な
い
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
が
存
在
す
る
こ
と
を
思
う
と
や
り
き
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
こ
の
旅
で
、
広
大
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す
人
々
、
ど

こ
ま
で
も
緑
の
林
、
豊
か
に
実
る
ラ
イ
麦
畑
や
野
菜
畑
が
放
射
能

で
汚
染
さ
れ
て
い
よ
う
が
営
々
と
命
を
育
ん
で
い
ま
す
。
映
画
「
猿

の
惑
星
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
核
の
傲
慢
さ
か
ら
解
き
放
さ
れ
、

原
発
を
早
く
止
め
さ
せ
建
設
を
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
が

強
く
な
り
ま
す
。

　

８
月
６
日
、広
島
は
58
回
目
の
原
爆
祈
念
日
で
し
た
。
こ
の
日
に
、

ブ
ジ
シ
チ
ェ
村
か
ら
汲
ん
で
き
た
泉
の
水
を
平
和
公
園
の
平
和
の

池
に
も
ど
し
ま
し
た
。

　

「
核
と
お
さ
ら
ば
」
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
。

野口　貴代（埼玉県）
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　長野県塩尻市に武蔵工業大学第二高校がある。昨

年 11 月、一通の手紙が届いた。手書きのロシア語で

書かれた手紙は、ベラルーシ共和国チェチェルスク

からだった。差出人は、ナジェージダ・ユラーノワ、

映画「ナージャの村」のナージャだ。先生達はびっ

くりした。２年前、手紙を書いた生徒達は、もう卒

業していた。

　1999年の夏、ＪＣＦのスタディツアーに高校生が3人参加した。その一人が、

岡本圭史君。岡本君のお父さんは臨床工学技士でＪＣＦの医療機器プロジェク

トに参加していた。環境問題に関心のあった岡本君はツアーから帰ると、高校

で「ナージャの村」を紹介した。ビデオを見た生徒達はナージャに手紙を書いた。

2000 年冬、ナージャのもとに手紙を配達したＪＣＦも返事が郵送されてきた

ことにびっくりした。

　この 6 月、松本での「ナージャの村」「アレクセイと泉」の上映会に、同高

校の先生方、生徒達が

大勢参加し、映画でベ

ラルーシの村人達と出

会った。その頃、募集

していたスタディツ

アーに寺島勇輔先生と

3 年生の古屋大亮君が

参加を決め、泉ツアー

で映画の主人公達との

出会いが実現した。

若者の新たなる旅の始まり
　映画撮影当時 8 才だったナージャは、今 15 才。一段と成長していた。上映

会のために同行した本橋監督が「ナージャはどこにいるの？」といぶかしがっ

た程、大人になっていた。寺島先生と古屋君は、高校の仲間達からのメッセー

ジファイルをナージャに渡した。高校の説明や自己紹介など、PC でデザイン

した個性豊かなナージャへの挨拶だった。古屋君は、森のパーティでも、ナー

ジャと並んで散歩していた。ドイツ語を第二外国語で習ったナージャと「何語

で話しているんだろう」と、大人達は後ろからやっかんでいた。

　古屋君はツアー後、事務局まで何度も通い渡航レポートを仕上げた。レポー

トと同時にナージャにも手紙を書いた。若者達の交流は、続いている。

　武蔵工業大学第二高校の図書委員会が中心になって、今秋の文化祭にチェル

ノブイリを取りあげることになった。パネル展示と新たにみんなで交流を呼び

かけるものだ。準備のために図書部員と顧問の桜井先生、杉村先生が事務局に

きて話し合った。

　「募金以外に僕たちにできることはありまか？」

　「みんなで文化祭のテーマとして取り組むこと、そして、ナージャとの文通

を続けていくことで、充分です」。

　関わりにはさまざまな形があると若者達が見せてくれた。　（事務局・神谷）

泉ツアー行程

・7/23　成田発

・7/24　キエフ

・7/25　チェルノブイリ原発

・7/26　森のパーティー

・7/27　ブジシチェ村上映会

・7/28　ゴメリ州立病院

・7/29　モスクワ発

・7/30　成田着
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７
月
14
日　

成
田
よ
り
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
経

由
ミ
ン
ス
ク
空
港
へ
医
療
機
器
チ
ー
ム
の
西

澤
英
次
さ
ん
と
二
人
旅
と
な
っ
た
。
若
干
心

細
く
英
語
も
ド
イ
ツ
語
も
勿
論
ロ
シ
ア
語
も

覚
束
な
い
二
人
に
と
っ
て
多
難
な
訪
問
の
開

始
で
あ
る
。

15
日　

ミ
ン
ス
ク
空
港
到
着
後
直
ち
に
小
児

血
液
が
ん
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
。
正
直
言
っ

て
自
信
が
な
い
私
は
前
途
多
難
を
覚
悟
し
て

い
た
。
し
か
し
空
港
で
出
迎
え
て
く
れ
た
ロ

シ
ア
人
通
訳
の
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
の
笑
顔
に
救

わ
れ
た
感
を
覚
え
る
。

　

液
体
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施

　

前
回
信
大
チ
ー
ム
が
動
作
試
験
を
実
施
し

た
が
故
障
原
因
が
特
定
で
き
ず
、
今
回
に
持

ち
越
し
と
な
る
。

　

我
々
は
出
力
信
号
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
不

具
合
い
・
高
圧
回
路
・
信
号
変
換
回
路
に

絞
っ
て
原
因
を
探
し
現
地
で
の
特
定
が
可
能

で
あ
れ
ば
装
置
の
部
品
交
換
を
次
回
に
委
ね

る
予
定
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
今
回
、
偶
然

に
本
体
装
置
下
部
よ
り
出
力
信
号
ケ
ー
ブ
ル

の
弛
み
と
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
不
良
を
発

見
し
、
そ
れ
ら
を
元
通
り
に
修
復
し
再
度
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
入
力
し
動
作
試
験
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
本
来
の
動
作
確
認
を
得
た
。
し
か
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
モ
リ
ー
は
残
念
な
が
ら
バ
ッ

テ
リ
ー
電
池
消
耗
の
た
め
寿
命
を
終
え
て
い

た
。
重
大
な
故
障
で
は
な
く
命
拾
い
を
し
た

感
じ
で
は
あ
る
が
、
現
地
で
は
心
細
い
も
の

で
あ
る
。
確
認
デ
ー
タ
を
日
本
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

結
果
を
待
っ
た
。翌
日
返
事
が
来
た
。〝
Ｏ
Ｋ
〞

一
安
心
で
あ
る
。

　

次
回
か
ら
は
こ
の
装
置
を
用
い
た
測
定
を

信
大
チ
ー
ム
に
委
ね
た
い
。

16
日　

ミ
ン
ス
ク
か
ら
ゴ
メ
リ
へ
移
動

午
後
ゴ
メ
リ
腫
瘍
病
院
へ
到
着
。
昨
年
送
っ

た
医
療
機
器
の
組
み
立
て
準
備
と
担
当
医

（
タ
チ
ヒ
ン
医
師
）と
の
打
ち
合
わ
せ
。
送
っ

た
医
療
機
器
は
ま
だ
梱
包
の
ま
ま
で
あ
り
、

ゴ
メ
リ
州
立
病
院
の
よ
う
な
勝
手
に
荷
物
を

空
け
る
よ
う
な
こ
と
も
な
く
倉
庫
の
中
に
埋

も
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
荷
物
を
確
認
す
る

スタディツアーを振り返って

　総勢 25 名のスタディツアーは初めてだった。この人数に対して、体制をど

う組んだらいいのか、帰国後、参加された方からのアンケートをまとめた。

１　参加者がそれぞれ役割分担を担う

　東京で、１回行った事前学習会では、遠方の方や都合のつかない方は、ツアー

全体の流れを前もって共有することができない。参加した方も、17才から79才、

渡航経験も初めての方から、経験豊富な方まで多彩だった。それぞれにバラン

スのよい情報を発することができなかったことを、反省する。初日は皆さんの

顔合わせをしながら、役割分担と情報ルートを確認する時間が必要だった。

２　ハプニング時の状況説明が必要

　チェルノブイリ原発を見学し、ベラルーシに入国し、ゴメリに到着するまで

９時間以上かかった。このことは、事前にわからなかった。通関もこちらに不

備があったわけではないのに、２時間30分以上もかかってしまった。事務局は、

こんなことはこの国ではよくあることと、事態になれきっており、皆さんに説

明しなかった。長いバス道中を活かす工夫が必要だった。

３　食事の量と食事時間のずれたときの対応

　ＮＧＯのスタディツアーということについて、帰国後、改めて考えさせられ

た旅でもあった。民間旅行社が企画する旅ではない。参加者がそれぞれの問題

意識から視察し、実体験をするプログラムを作っていくことが必要であろう。

細かなことも含めて、事前学習・事前アンケートなどをもっと重視し、取り組

んで行くことが大切だ。次年度からは取り組みの出発から、考え直してみよう

と思っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　（事務局・神谷）

第 69 次訪問団報告

廣浦　学（臨床工学技士）

　ロシアの食事の量の多さと時間をかけるのには、私たち日本人にはとても困

ります。こちらがどんなに早くしてほしい、少なくて良い、とお願いしても、

理解してもらえません。「もったいない」と思われた方が、何人もいました。

ロシアの伝統的な食事作法のコースです。前菜だけで、私たちには充分です。

更にスープとメインディッシュと続くと食べられないままにテーブルの上にお

料理が並んでいきます。年齢・性別によって量は一様ではありませんが、でき

るかぎり融通の利く注文を心がけます。
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10 月 15 日（水）18：30 ～10 月 15 日（水）18：30 ～
松本市あがたの森文化会館講堂

に
つ
れ
て
確
か
に
州
立
病
院
の
倉
庫
に
あ
っ

た
状
態
と
は
異
な
り
紛
失
し
て
い
る
機
材
が

多
く
途
方
に
暮
れ
た
。

17
日　

医
療
機
器
の
組
み
立
て
設
置
・
説
明

　
　

を
実
施

　

送
っ
た
医
療
機
器
の
数
点
に
部
品
が
行
方

不
明
で
組
み
立
て
に
苦
慮
し
た
が
代
用
で
事

無
き
を
得
る
。

　

基
本
的
に
紛
失
し
た
部
品
は
州
立
病
院
小

児
科
の
（
ミ
ー
シ
ャ
医
師
）
よ
り
お
借
り
し

て
説
明
し
腫
瘍
病
院
（
タ
チ
ヒ
ン
医
師
）
次

回
の
渡
航
時
、
直
接
受
け
取
る
こ
と
で
理
解

し
て
頂
く
。
こ
の
こ
と
を
州
立
病
院
の
副
院

長
に
伝
え
た
。

18
日

午
前
中
は
腫
瘍
病
院
に
て
残
り
の
機

　
　

器
の
設
置
・
説
明

　

腫
瘍
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
機
器
の
説
明
を

す
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
留
学
し
て
い
る
近
藤

君
（
前
回
の
渡
航
で
知
り
合
っ
た
学
生
）
が

同
行
し
て
く
れ
た
。
彼
は
日
本
人
唯
一
の
留

学
生
ら
し
く
ミ
ン
ス
ク
州
立
大
学
で
国
際
関

係
論
を
勉
強
し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
興
味
が
あ
る
ら
し
く
今
回
現
地
よ
り

参
加
頂
い
た
。
ま
た
彼
は
こ
の
国
で
入
院
経

験
も
あ
り
悲
惨
な
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

学
生
の
情
報
は
ホ
ン
ト
に
面
白
い
！
大
統
領

の
息
子
と
同
級
生
で
あ
っ
た
と
か
、
ど
ん
な

国
か
ら
留
学
生
が
来
る
の
か
？
と
か
多
岐
に

渡
り
話
し
が
続
く
。

午
後
、
州
立
病
院

　

産
科
新
生
児
科
に
て
次
回
支
援
品
に
つ
い

て
の
説
明
と
現
地
医
師
（
セ
ル
ゲ
イ
医
師
）

か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
聞
く
。
更
に
小
児
血

液
病
棟
（
ミ
ー
シ
ャ
医
師
）
と
打
ち
合
わ
せ
、

日
本
よ
り
預
か
っ
た
贈
り
物
を
渡
す
。
ま
た

セ
ル
ゲ
イ
医
師
の
ご
好
意
に
よ
り
産
科
・
新

生
児
科
内
を
案
内
さ
れ
現
在
不
足
し
て
い

る
機
器
や
現
状
、
特
に
未
熟
児
室
で
の
重
症

児
な
ど
原
発
事
故
後
遺
症
と
の
因
果
関
係
を

語
っ
て
頂
い
た
。
重
症
未
熟
児
は
増
え
て
い

る
の
で
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
機
材
・
検
査

機
器
な
ど
早
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

ミ
ー
シ
ャ
医
師
も
現
在
早
急
に
治
療
し
た

い
患
者
が
い
る
ら
し
く
、
機
材
の
不
備
を
指

摘
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
と
っ
て
一

番
泣
き
所
を
突
か
れ
た
の
だ
！

　

出
来
る
だ
け
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
を
伝

え
今
回
の
訪
問
を
終
え
る
。
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第二部　講談「チェルノブイリの祈り」

神田香織（講談師）

福島県立磐城女子高校卒業後、東京演劇アンサンブル、渡辺プロダクションドラマ部を経

て 1980 年神田山陽門下生となる。 二ツ目以降、ジャズ講談や一人芝居の要素を取り入れた

神田香織独自の講談を次々発表、講談の新境地を切り開いている。 1986 年「講談はだしの

ゲン」公演で日本雑学大賞受賞。 1994 年いわき市に居を移し、地域に残る民話や伝説を演

劇や講談で掘り起こすなど地域興しに貢献。また、全国でも珍しい定席を市内に開設。 主

なオリジナル作品は「はだしのゲン」「新釈四谷怪談」「いわき発安寿と厨子王物語」「磐城

平藩主　安藤対馬守信正見参」「和田啓十郎伝」「瓜生岩子物語」など多数。 激しく哀しい

愛の物語 「チェルノブイリの祈り」で孤独な人間の声を渾身の力を込めて伝える。

http://www.ppn.co.jp/kannda/main.html

チェルノブイリを目撃したジャーナリスト

　あきらめないでチェルノブイリに関わり続ける医師　あきらめないでチェルノブイリに関わり続ける医師

　　  存在をかけてチェルノブイリを語りおろす講談師　　  存在をかけてチェルノブイリを語りおろす講談師

出会いの今、時空を越えて　祈りよ届け！ 1948 年ウクライナ生まれ、国立ベラルーシ大学

卒業後、ジャーナリストの道を歩む。200 万部を

重ねた「戦争は女の顔をしていない」をはじめ、

「最後の生き証人たち」「亜鉛の少年たち」（邦訳

『アフガン帰還兵の証言』日本経済新聞社）など。

戦争の英雄神話をうちこわす著書を発表し、絶

えず権力から抑圧や干渉を受けてきた。「チェル

ノブイリの祈り」( 松本妙子訳、岩波書店）は、

大統領の圧力でベラルーシでの出版は中止され

ている。1996 年、「文学における勇気と威厳」を

たたえて、スウェーデン・ペンクラブ賞を受賞。

2002 年からフランス在住。

第一部　トーク＆メッセージ

スベトラーナ・アレクシェービッチ

鎌田實（ＪＣＦ理事長）

1948 年東京生まれ、1974 年諏訪中央病院院長に就任。

現在、病院管理者。一貫して「住民とともにつくる

医療」を提唱してきた。1990 年よりＪＣＦ理事長と

してベラルーシへの医療支援を続けている。2000 年

ベラルーシ共和国ゴメリ州知事より表彰、2001 年フ

ランチェスカ・スコーリンヌィ勲章を受ける。

主な著書に「医療がやさしさをとりもどすとき」「イ

ンフォームドチョイスー成熟した死の選択」（医歯薬

出版）「ホスピス最期の輝きのために」（オフィスエム）

「がんばらない」「あきらめない」（集英社）。



22

トラブル点検のために停止中の原発を、できれば止めたままこの夏を乗り切

れないだろうか。

ＪＣＦでは 6月、7月、8月と３回連続のＪＣＦ講座を開きました。

3回ともそれぞれに特色があり、盛況のうちに終えることができました。

もしも停電になったら .....

 原発にたよらない暮らし方をみつけよう

中部電力浜岡原発

テーマ 講師 場所

第 1回 東海地震と浜岡原発 河本　和朗 松本中央公民館

第 2回 自然エネルギー 三輪　浩 ＪＣＦ松本事務局 3Ｆ

第 3回
我が家のエネルギー、
地域のエネルギー

田中　美恵子 ＪＣＦ松本事務局 3Ｆ

・JCF
講座講座
・JCF
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第
一
回　

東
海
地
震
と
浜
岡
原
発

　

第
一
回
目
の
Ｊ
Ｃ
Ｆ
講
座
は
、
長
野
県
大

鹿
村
に
あ
る
中
央
構
造
線
博
物
館
の
学
芸
員

で
あ
る
、
河
本
和
朗
さ
ん
に
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
博
物
館
で
は
、
岩
石
の

こ
と
、
断
層
の
こ
と
、
地
震
の
こ
と
な
ど
を

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
列
島
の
地
殻
変
動
、
地
震
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
日
本
列
島
で
発
生
す
る
地
震
の
三
つ

の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
の
お
話
。
プ
レ
ー
ト
や

活
断
層
に
つ
い
て
、
東
海
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
つ
い
て
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
お
話
を
、

ざ
っ
く
り
と
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
浜
岡
原
発
が
い
か
に
危
険
な

所
に
建
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
話
す
前

に
、
こ
う
い
う
専
門
的
な
こ
と
を
少
し
話
し

て
お
か
な
い
と
、
今
ま
で
と
同
じ
論
調
に
な

る
と
河
本
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
河
本

さ
ん
の
お
話
に
は
つ
い
て
い
く
の
が
必
死
で

し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
新
し
い
発

見
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

基
礎
知
識
を
持
ち
つ
つ
、
私
達
が
訴
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
お
話
の
後
半
部

分
で
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
東
海
地
震
が
い
か
に
危
険

な
地
震
か
と
い
う
こ
と
。
東
海
地
震
は
特
殊

な
地
震
と
言
え
る
そ
う
で
す
。
普
通
は
海
の

下
で
起
こ
る
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
が
、
東
海

地
震
は
陸
の
下
で
起
こ
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
を
超
え
る
巨
大
地
震
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
し
か
も
浜
岡
周
辺
に
ど
ん
ど
ん
歪
み
が

た
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
地
層
も
４
０
０
万
年
前
の
海

の
地
層
で
硬
く
は
な
い
そ
う
で
す
。
広
い
震

源
域
の
な
か
で
、
と
く
に
強
い
地
震
波
を
発

生
す
る
場
所
の
予
測
は
む
ず
か
し
い
が
、
そ

れ
が
浜
岡
の
下
に
な
る
可
能
性
は
考
え
ら

れ
て
い
な
い
。
ま
た
浜
岡
の
そ
ば
に
活
断
層

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
一
緒
に
動
く
こ

と
は
評
価
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
浜
岡
原
発

の
設
計
に
用
い
た
東
海
地
震
に
よ
る
最
大
の

揺
れ
の
評
価
自
体
、
信
頼
で
き
る
も
の
か
ど

う
か
大
い
に
疑
問
が
残
る
所
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
地
震
と
震
災
は
違
う
と
い
う

こ
と
。
原
発
を
設
計
す
る
人
は
一
生
懸
命
や

る
の
で
す
が
、
自
然
現
象
の
地
震
と
い
う
も

の
は
予
測
で
き
な
い
こ
と
が
必
ず
起
こ
り
ま

す
。
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
い
う
の
が
常
に
あ

る
、
と
河
本
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
地

震
が
起
こ
っ
て
放
射
能
が
降
っ
て
く
る
。
し

か
し
密
閉
さ
れ
た
建
物
も
崩
壊
し
て
、
避
難

で
き
る
所
も
な
い
。
こ
う
い
う「
原
発
震
災
」

が
起
こ
る
か
ど
う
か
は
、
人
間
の
や
り
方
し

だ
い
で
決
ま
り
ま
す
。「
人
間
は
万
能
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、
原

発
震
災
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
所
に
原
発

を
建
て
る
と
い
う
危
険
な
賭
け
は
す
べ
き
で

は
な
い
」。
河
本
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
深
く

う
な
ず
け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
私
達
に
は
な
に
が
で
き
る
だ

ろ
う
と
い
う
お
話
も
さ
れ
ま
し
た
。
放
射
能

が
広
が
っ
た
場
合
、
ヨ
ウ
素
剤
を
備
え
て
お

け
ば
、
子
供
た
ち
に
飲
ま
せ
る
こ
と
で
少
し

は
甲
状
腺
癌
を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

長
野
県
と
し
て
は
、
避
難
し
て
き
た
人
た

ち
を
除
染
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
、
長
野
県

民
く
ら
い
の
ヨ
ウ
素
剤
を
用
意
す
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
河
本
さ
ん
は
、
田

中
康
夫
長
野
県
知
事
に
電
子
メ
ー
ル
を
出
し

て
提
言
す
る
な
ど
、
実
際
に
動
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

講
座
の
後
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
三
階
で
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
話
は
続
き
、
も
っ
と
時
間
が
欲

し
い
と
思
わ
せ
る
夜
と
な
り
ま
し
た
。

東海地震の想定震源域河本和朗さん
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第
二
回　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

第
二
回
目
は
、
信
州
大
学
名
誉
教
授
で
物

理
が
専
門
の
三
輪
浩
先
生
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
太
陽
光
で
発
電

し
た
電
力
を
使
っ
て
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
動
か
し
な
が

ら
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
様
々
な
区
分
け
・
呼
び
方
な
ど
に
つ

い
て
の
お
話
し
で
し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
時
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
石
油
）
が
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
、
資
源
は
ま

だ
少
し
持
つ
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
よ
り
前

に
地
球
温
暖
化
で
環
境
の
方
が
も
た
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
問
題
が
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
何
十
万
年
単
位
で
サ
イ
ク
ル

す
る
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
、
何
十
億
年
単
位

で
サ
イ
ク
ル
す
る
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

う
の
で
は
な
く
、
１
日
や
１
年
単
位
で
サ
イ

ク
ル
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
例
え
ば
太
陽
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）
を
使
っ
て
い
く
こ
と
が
生

命
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
具
体

的
な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
太
陽

熱
温
水
器
・
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
太
陽
光

発
電
。
風
力
発
電
に
小
水
力
発
電
。
森
の
木

を
燃
料
に
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
。
家
畜
の

糞
尿
な
ど
で
発
生
す
る
メ
タ
ン
を
燃
料
と
し

て
使
う
、
バ
イ
オ
ガ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
お

話
で
し
た
。

　

第
三
部
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
様
々
な
形
態
を

と
り
、
形
を
変
え
る
と
き
色
々
な
動
き
が
起
こ

る
と
い
う
お
話
で
し
た
。
こ
の
お
話
は
か
な
り

難
し
く
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
私
の
独
自
の
言
葉
で

書
か
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
自
然
界
で
は
ど
ん
ど
ん

質
を
低
下
さ
せ
て
い
く
と
い
う
「
エ
ン
ト
ロ

ピ
ー
増
大
の
法
則
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

熱
は
高
温
か
ら
低
温
へ
、
物
質
は
凝
縮
状
態

か
ら
拡
散
状
態
へ
移
っ
て
行
く
と
い
う
自
然

界
の
法
則
で
す
。
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
の
自
然
の
流
れ
に
逆
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
、
必
ず
何
か
外

部
の
も
の
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
投
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
必
ず
ロ
ス
が
生

じ
る
そ
う
で
す
。

　

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則
」
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
形
を
変
え
て

も
（
変
換
し
て
も
）
そ
の
前
と
後
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
同
じ
で
す
。
人
間
に
と
っ

て
都
合
の
良
い
仕
事
を
さ
せ
よ
う
と
思
っ
た

時
、
１
０
０
％
目
的
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
必
ず
ロ
ス
が
生
じ
ま

す
。
こ
の
ロ
ス
を
う
ま
く
使
う
た
め
の
仕
組

み
が
「
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
例

え
ば
、
火
力
発
電
所
で
電
力
を
生
む
時
に
発

生
す
る
熱
を
廃
棄
し
な
い
で
、
温
水
プ
ー
ル

の
熱
源
に
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
先
生
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
Ｔ
Ｐ
Ｏ
も

問
題
で
す
。
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の
法
則
よ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
は
自
然
に
放
っ
て
お

く
と
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
低
下
す
る
の
に

合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
合
わ
せ
て

効
率
よ
く
使
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
は
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
い
き
な
り
ト
イ
レ
の
水
と

し
て
使
う
で
し
ょ
う
か
？
同
じ
よ
う
に
、
非

常
に
質
の
高
い
電
気
を
、
い
き
な
り
暖
房
に

使
っ
た
り
、
お
湯
を
沸
か
し
た
り
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
今
、「
ク
リ
ー

ン
」
で
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
な
「
オ
ー
ル
電
化
」

を
電
力
会
社
は
謳
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
Ｔ

Ｐ
Ｏ
を
全
く
無
視
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

先
生
は
物
理
の
専
門
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
同
時
に
、
実
践
者
で
も
あ
り
ま
す
。
二
部

で
も
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
太
陽
熱

温
水
器
、
太
陽
光
発
電
を
ご
自
宅
で
も
導
入

山梨英和高校生徒も参加

さ
れ
て
い
ま
す
。
冬
は
凍
る
心
配
が
あ
る
の

で
、
温
水
器
を
朝
あ
げ
て
、
夕
方
引
き
上
げ

る
な
ど
、
奥
様
と
と
も
に
色
々
工
夫
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
次
の
機
会
は
、
先
生
の
ご

自
宅
で
の
奮
闘
記
を
、
是
非
話
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。



2829

第
三
回　

我
が
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

　
　
　
　

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

こ
の
日
は
清
水
小
学
校
の
学
童
保
育
に
来

て
い
る
子
供
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
に
は
「
ナ
ー
ジ
ャ
希
望
の

村
」の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
間
、

大
人
た
ち
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
る
田

中
美
恵
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
原
発
に
頼
ら
な
い
暮
ら
し

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
省
エ
ネ
に
気
を
つ

け
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
全
体
の
電
気
消

費
量
を
減
ら
し
、
発
電
量
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
で
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
お
話

さ
れ
ま
し
た
。
い
き
な
り
難
し
い
話
は
、
忙

し
い
主
婦
の
方
々
の
耳
に
は
入
ら
ず
、
わ
か

り
や
す
く
て
実
行
し
や
す
い
こ
と
か
ら
始
め

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
言
い
ま
す
。「
冷

房
は
28
℃
に
設
定
し
ま
す
」「
テ
レ
ビ
を
つ

け
っ
ぱ
な
し
に
し
ま
せ
ん
」
な
ど
の
10
の
項

目
を
毎
日
実
践
で
き
た
か
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
資
料
に
お
話
し
て
く
だ

※
こ
の
講
座
は
専
門
的
な
お
話
が
多
く
、
こ

こ
で
は
お
伝
え
し
き
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
ま
た
、
内
容
を
取
り
違
え
て
い

る
箇
所
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
１
回

の
講
座
は
、
テ
ー
プ
起
こ
し
し
た
も
の
と
資

料
、
第
２
回
、
第
３
回
も
資
料
が
Ｊ
Ｃ
Ｆ
に

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
Ｊ
Ｃ
Ｆ
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
第
２
回
の
「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
の

法
則
」
に
つ
い
て
も
っ
と
お
知
り
に
な
り
た

い
方
は
、山
口
幸
夫
さ
ん
著「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

と
地
球
環
境
」（
七
つ
森
書
館
）
が
お
薦
め

で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
事
務
局
・
重
岡
）

さ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
子
供
た
ち
と
も
一
緒
に
、
電
気

製
品
の
待
機
電
力
量
、
実
際
使
っ
て
い
る
時

の
消
費
電
力
量
を
測
る
機
器
を
使
っ
て
、
扇

風
機
、
ラ
ジ
オ
、
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
、
色
々

な
電
気
製
品
の
電
力
量
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で

測
っ
て
い
き
ま
し
た
。
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
か

ず
に
い
る
と
、
水
道
の
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
る
よ
う
に
、
待
機
電
力
が
と
う
と

う
と
流
れ
て
い
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
り
ま

す
。
子
供
た
ち
も
、
使
っ
て
い
な
く
て
も
コ

ン
セ
ン
ト
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
電
気
を
使

う
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
段
々
わ
か
っ
て
き

た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
全
員
で
「
省
エ
ネ
カ
ル
タ
」
を

や
り
ま
し
た
。
身
近
に
で
き
る
省
エ
ネ
実
践

法
が
カ
ル
タ
に
書
か
れ
て
い
て
、
あ
い
う
え

お
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
が
カ
ル

タ
を
読
み
始
め
る
と
、
大
人
も
子
供
も
み
ん

な
真
剣
に
戦
い
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
さ
す
が
に
い
ろ
ん
な
人
に
お

話
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
身
近
で
親
し

み
や
す
い
語
り
口
で
、
子
供
に
も
わ
か
り
や

す
い
省
エ
ネ
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
小
さ
な
省
エ
ネ
を
を
み
ん
な
が
少
し
ず

つ
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
原
発
に
頼
ら
な
い

楽
し
く
豊
か
な
生
活
が
や
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

家電の消費電力を測る子ども達と省エネカルタ
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長野県での研修

ゴメリ医科大学　エレーナ・バラノウスカヤ

日本の松本で、私はたくさんの素晴らしい人々に出会いました。とてもすばらしい

専門家達が私を助けてくれました。長野県で私は周産期センターを見学しましたが、

とても印象に残りました。国が子ども達の治療と専門家達の仕事にたくさんの予算

措置をしています。周産期センターでは複雑な手術が新生児にされ、これらの子ど

も達は再生しています。日本の高レベルの習熟された仕事、技術設備、世界で最も

素晴らしい指標です。信州大学の専門家は高水準の研究に携わっていました。私は、

わが大学と専門家研修と共同研究のために協力が行われるよう望んでいます。

殊に日本チェルノブイリ連帯基金と長野県訪問をオーガナイズされた神谷事務局長

に個人的に感謝します。

A.I. バラノウスカヤ
8.2003

ゴ
メ
リ
医
科
大
学
医
師
研
修
来
松

松
本
で
の
一
週
間

エ
レ
ー
ナ
先
生
松
本
日
記

　

ゴ
メ
リ
医
科
大
学
産
婦
人
科
主
任
エ
レ
ー

ナ
・
バ
ラ
ノ
ウ
ス
カ
ヤ
さ
ん
が
、松
本
に
や
っ

て
来
た
。

　

長
崎
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
医
療
国
際
協
力
会
が

招
聘
し
、
長
崎
で
夏
期
研
修
さ
れ
て
い
た
。

Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
昨
年
か
ら
、
ゴ
メ
リ
州
立
病
院
附

属
産
院
の
新
生
児
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
ゴ

メ
リ
州
の
産
婦
人
科
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
エ

レ
ー
ナ
先
生
に
今
後
の
支
援
協
力
の
た
め
に

も
、
信
州
大
学
の
視
察
と
交
流
を
、
と
計
画

し
た
。

◆
８
月
16
日

　

空
の
停
留
所
の
よ
う
な
松
本
空
港
に
エ

レ
ー
ナ
さ
ん
は
、
ひ
と
り
降
り
立
っ
た
。
手

に
は
３
年
前
の
長
崎
で
講
演
し
た
神
谷
の
写

真
を
持
っ
て
い
る
。
で
も
、
停
留
所
の
良
い

と
こ
ろ
。出
迎
え
た
神
谷
も
、す
ぐ
に
エ
レ
ー

ナ
さ
ん
を
見
つ
け
る
。

　

こ
の
日
は
、
そ
の
ま
ま
、
蓼
科
の
土
井
有

子
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
た
。
到
着
す
る
や

い
な
や
、
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト
に
集
ま
っ
て

い
た
方
た
ち
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
。
さ
さ
や
か

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に
く
つ
ろ
ぎ
な

が
ら
、
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
、
そ
し
て
、
勢
い

で
み
ん
な
で
『
縄
文
の
湯
』
温
泉
に
走
っ
て

し
ま
っ
た
。
な
れ
な
い
温
泉
に
と
ま
ど
わ
れ

る
か
な
、
と
思
っ
た
が
「
日
本
は
、
初
め
て

で
す
。
何
で
も
面
白
い
」と
楽
し
ん
で
い
た
。

こ
の
日
の
夕
食
は
、
鍋
。
真
夏
の
鍋
料
理
が

こ
ん
な
に
美
味
し
か
っ
た
の
は
、
今
年
だ
け

で
し
ょ
う
。
大
勢
の
勢
い
は
、
夜
遅
く
ま
で

続
い
た
。

◆
８
月
17
日

　

肌
寒
い
小
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
。
エ

レ
ー
ナ
さ
ん
の
起
床
は
、
11
時
。
日
本
に

来
て
初
め
て
こ
ん
な
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
し

た
、と
満
足
そ
う
。
土
井
さ
ん
の
山
荘
で
は
、

本
当
に
十
分
な
休
息
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
信
州
大
学

工
学
部
に
研
修
に
来
て
い
る
サ
ー
シ
ャ
も
合

流
し
て
、
諏
訪
大
社
な
ど
、
近
く
を
散
策
し

た
。
日
本
独
特
の
神
社
の
建
物
、
丁
度
通
り

か
か
っ
た
神
主
さ
ん
に
驚
か
れ
て
、
一
緒
に

写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

有
子
さ
ん
の
心
づ
く
し
の
夕
食
。
海
老
フ

ラ
イ
が
た
い
そ
う
気
に
入
っ
た
ら
し
い
。
こ

の
日
か
ら
「
エ
レ
ー
ナ
さ
ん
、
何
が
食
べ
た

い
？
」
と
聞
け
ば
、
必
ず
「
海
老
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
た
。

県立子ども病院にて
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◆
８
月
18
日

　

今
日
か
ら
、
松
本
で
の
研
修
が
始
ま
る
。

昨
年
か
ら
新
生
児
支
援
を
担
当
し
て
下
さ
っ

て
い
る
松
澤
先
生
が
、
エ
レ
ー
ナ
先
生
視
察

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
下
さ
っ
た
。

　

信
州
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
で
大
西
先
生

に
産
科
・
婦
人
科
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

難
し
い
医
学
専
門
用
語
・
病
名
な
ど
は
全
部

英
語
で
話
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
体
外
受

精
や
出
産
時
の
女
性
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
治
療

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
細
か
い

数
値
に
質
問
が
入
る
。
エ
レ
ー
ナ
先
生
は
、

臨
床
治
療
・
学
生
の
教
育
だ
け
で
な
く
、
や

は
り
研
究
者
だ
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
妊
婦
健
診
や
周
産
期
医
療

に
つ
い
て
も
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
続
い
た
。エ
レ
ー
ナ
さ
ん
は
、

と
て
も
満
足
し
た
様
子
だ
。
普
段
の
表
情
と

専
門
家
同
士
の
話
し
合
い
の
時
の
表
情
が
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
る
。

◆
８
月
19
日

　

朝
、
わ
ず
か
に
陽
が
さ
し
た
。
昨
日
ま
で

の
雨
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
の
で
、
少
し
元

気
に
な
る
。
エ
レ
ー
ナ
さ
ん
は
、
だ
ん
だ
ん

な
れ
て
き
た
模
様
。
今
日
は
、
ゆ
か
た
の
着

付
け
か
ら
、
一
日
が
始
ま
っ
た
。
彼
女
は
、

上
背
が
あ
り
、
ス
マ
ー
ト
な
の
で
、
着
物
の

着
映
え
が
す
る
。

　

午
後
、
豊
科
町
に
あ
る
県
立
子
ど
も
病
院

に
行
く
。
日
本
で
も
最
高
レ
ベ
ル
の
設
備
を

持
っ
た
子
ど
も
病
院
だ
。
エ
レ
ー
ナ
さ
ん
、

「
感
想
は
？
」
と
聞
か
れ
て
「
フ
ァ
ン
タ
ス

テ
ィ
ッ
ク
！
」
と
答
え
た
。
先
天
性
異
常

の
新
生
児
や
１
０
０
０
ｇ
以
下
の
新
生
児
の

治
療
な
ど
を
視
察
す
る
。
県
内
各
地
か
ら
赤

ち
ゃ
ん
を
搬
送
す
る
た
め
の
救
急
車
も
万
全

の
設
備
を
整
え
て
い
る
。
ゴ
メ
リ
の
産
院
と

の
格
差
が
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

◆
８
月
20
日

　

信
州
大
学
の
産
婦
人
科
の
図
書
室
で
、
専

門
雑
誌
を
閲
覧
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
、
最

新
の
医
療
情
報
が
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い

と
言
う
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

研
究
論
文
を
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
読
ま
れ
て

い
た
。
医
学
部
附
属
図
書
館
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
熱
心
に
検
索
し
、
興
味
あ
る
所
を 県立子ども病院にて

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
。

　

信
州
大
学
医
学
部
国
際
交
流
委
員
会
委
員

長
の
倉
科
先
生
を
訪
問
し
た
。
倉
科
先
生
は

Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
理
事
で
も
あ
る
の
で
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
の
医
療
事
情
は
よ
く
ご
存
知
だ
。
将
来
的

な
協
力
関
係
に
つ
い
て
、
学
生
や
研
究
者
の
交

換
、
共
同
研
究
な
ど
概
要
を
話
し
合
わ
れ
た
。

　

午
後
は
、
国
立
中
信
松
本
病
院
に
向
か
っ

た
。
こ
の
病
院
に
は
、
先
天
性
異
常
、
あ
る

い
は
仮
死
状
態
で
生
ま
れ
る
な
ど
し
て
障
害

を
持
っ
た
方
達
が
、
過
ご
し
て
い
る
病
棟
が

あ
る
。
80
床
の
ベ
ッ
ド
に
は
、
寝
た
き
り
の

方
、
た
く
さ
ん
の
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
さ
れ
た

方
な
ど
が
入
院
さ
れ
て
い
た
。
丁
度
リ
ズ
ム

運
動
が
始
ま
る
と
い
う
の
で
見
学
し
た
。
車

椅
子
に
の
っ
た
ま
ま
音
楽
に
合
わ
せ
て
走
っ

た
り
、
上
下
に
揺
れ
る
。
彼
ら
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
。
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
こ
と
、
音

楽
と
動
き
が
こ
ん
な
に
も
大
切
な
の
か
と
思

う
。

　

エ
レ
ー
ナ
さ
ん
は
、
す
べ
て
こ
こ
の
費
用

が
国
で
賄
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
、
首
を
す

く
め
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、
出
産
前
に
異

常
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
中
絶
す

る
。も
し
、出
産
時
の
異
常
で
後
遺
症
が
残
っ

て
も
、
受
け
入
れ
る
病
院
や
施
設
は
な
く
、

各
家
庭
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
。
医
療
や
福

祉
、
両
国
間
の
違
い
は
大
き
す
ぎ
る
。
今
、

現
実
に
あ
る
問
題
に
対
し
て
も
、
こ
の
違
い

を
ふ
ま
え
て
、
相
互
協
力
の
方
法
を
探
っ
て

い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

エ
レ
ー
ナ
さ
ん
に
、
今
日
で
松
本
で
の
医

療
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
わ
り
で
す
、
と
い

う
と
「
終
わ
り
で
は
な
く
、
こ
れ
で
始
ま
っ

た
の
よ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
８
月
21
日

　

列
車
で
小
淵
沢
に
向
か
っ
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｆ

を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
上
條
悦
子

さ
ん
、
友
人
で
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
だ
っ
た
長

井
康
平
・
妙
美
さ
ん
ご
夫
妻
と
清
里
で
ゆ
っ

く
り
し
た
。
昨
年
ま
で
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
日

本
語
を
教
え
て
い
ら
し
た
長
井
さ
ん
ご
夫
妻

は
、
ロ
シ
ア
語
が
堪
能
だ
。
あ
い
に
く
の
曇

り
空
で
、
晴
れ
て
い
た
ら
南
ア
ル
プ
ス
、
富

士
山
、
八
ヶ
岳
が
一
望
で
き
た
は
ず
と
山

の
な
い
ベ
ラ
ル
ー
シ
か
ら
の
来
客
に
は
素
晴

ら
し
い
お
も
て
な
し
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
の

に
、
ち
ょ
っ
と
残
念
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
語

で
自
然
、
映
画
、
等
々
帰
り
の
列
車
時
間
を

忘
れ
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
。

（
事
務
局
長
・
神
谷
）清里にて、長井さんとエレーナさん
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グルジアのナス料理　（ジョージアのナス）

　グルジア共和国は、コーカサス山地にあり、ヨーグルトと長寿で知られています

ね。髪は黒く、文字もアラブ文字に似ていて、旧ソ連邦にあっては、独特の文化の

国です。そして、かのスターリンの出身地、スターリンが好んだ赤ワインは美味し

いですし、グルジア料理も独特で、ぜひお薦めです。グルジアといえば、有名な画

家ピロスマニがいます。「ピロスマニ」というグルジア料理のレストランはモスク

ワで有名です。

　グルジアはとっても魅力的な国です。グルジアの英語読みはジョージア。ジョー

ジアのナスと言えば、思いっきりの罵詈雑言を浴びせたい輩がいますが…。

　今日は美味しいなす料理に美味しいワインをかたむけつつ、初秋の風を感じて。

＜材料＞

・中位のナス　４個　

・割ってきれいにしたクルミ　1 カップ

・塩、コショウ、このみで酢

＜作り方＞

1. ナスを柔らかくなるまで、にがみの汁が出るまで、

フライパンで焼く。

2. みじん切りにしたクルミとニンニクをナスと一緒

に、練り状のかたまりになるまで交ぜる。

3. 塩とコショウ、好みで酢を入れる。

4. 白パンかフライポテトを添える。

イリーナ・ニコラエバ（ＪＣＦモスクワ事務局）

女性と自動車　笑い話

　10 年前にはロシアの道路を見たら、ほとんどの運転手が男性

でした。今は状態が変わって来て、男性と女性の割合は 50 ／ 50 に近いです。

私の意見では女性の方が注意して自動車を運転しますが、男性はそう思いませ

ん。彼らによると、女性と車はありえないコンビネーションです。これについ

て笑い話はとても人気です。

★

　運転する女は遠い天の川の星のようです。あなたは星を見ますが星はあなた

を見ません。

★

　̶あなたは運転する者の中でだれが一番こわいですか。

　̶兵士です。

　̶あとは。

　̶バイカーです。

　̶あとは。

　̶酔っ払いです。

　̶女性は。こわくはありませんか。

　̶ああ！女はバイクに乗っている酔っ払った兵士と同じようです。

★

　交通警察官は女性を止めた。

　̶なぜ赤信号に通って来ましたか。

　̶私の口紅は赤いし、ハンド・バッグも赤く、長靴もドレスも車も赤いから、

　青信号に合わない。

★

　若い女の人はすごいスピードを出して高速道路を走っている。隣に座ってい

る女友達は、『ちょっとスピードを落としてくれない。目の前に何でもちらち

ら。』と言っている。

　̶あなたは私のようにしなさい。

　̶どうして。

　̶目をつぶって。
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写真提供　本橋成一

　

人
間
は
そ
の
一
切
の
技
術
的
可
能
性
を
充
分
に
発
見
す
る
た
め
に
そ
の
道
を
辿
り

ゆ
く
運
命
に
あ
る
。
然
し
こ
の
道
は
真
の
存
在
に
は
至
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
人

間
の
像
の
破
壊
に
役
立
つ
の
み
で
あ
る
。

ニ
コ
ラ
イ
・
ベ
ル
ヂ
ア
エ
フ
『
歴
史
の
意
味
』
よ
り

　

被
爆
都
市
の
市
長
が
、
公
民
権
運
動
の
指
導
者
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
の
言
葉

を
引
用
し
つ
つ
大
国
ア
メ
リ
カ
の
暴
挙
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
そ
れ
に
時
と
場
所
を
同
じ
く

し
て
、
一
国
の
首
相
が
同
じ
大
国
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
同
盟
国
と
し
て
の
協
力
と
同
調
を
訴

え
た
。
こ
の
出
来
事
が
、
二
〇
〇
三
年
の
夏
、
日
本
と
い
う
国
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
カ
ナ
ダ
に
か
け
て
起
き
た
大
停
電
も
「
文
明
の
黄
昏
（
た
そ
が
れ
）」

を
実
感
さ
せ
る
に
充
分
な
事
件
だ
っ
た
。
前
後
し
て
、
原
爆
を
投
下
し
た
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
の

み
が
、
被
爆
者
の
遺
品
を
措
い
て
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
私
達
が
容
易
に
は

後
戻
り
を
許
さ
な
い
強
大
な
力
の
下
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

冒
頭
に
引
用
し
た
の
は
一
九
三
六
年
に
ロ
シ
ア
の
哲
学
者
ベ
ル
ヂ
ア
エ
フ
が
残
し
た
預
言

で
あ
る
。
核
に
よ
る
大
量
殺
戮
の
以
前
、
す
で
に
人
類
の
歩
み
行
く
方
向
が
こ
う
し
て
峻
厳

に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
わ
け
て
も
後
半
部
の
、
哲
人
の
絶
望
的
観
測
は
、
昨
今
テ
レ
ビ

や
新
聞
の
報
道
を
に
ぎ
わ
す
人
格
崩
壊
的
事
件
と
な
っ
て
顕
れ
つ
つ
あ
り
は
し
な
い
か
。

新
た
な
る
価
値

写真提供　本橋成一

　

そ
も
そ
も
こ
こ
で
「
人
間
の
像
」
と
い
う
言
葉
の
内
に
込
め
ら
れ
た
価
値
が
、
現
在
果
た

し
て
ど
こ
ま
で
共
通
に
理
解
さ
れ
得
る
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
。
い
っ
た
い
ど
こ
で
、
誰
が
、

尊
重
さ
れ
伝
承
さ
れ
る
べ
き
美
し
い
「
像
」
と
し
て
の
人
間
存
在
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
？

　

『
自
分
も
、あ
の
人
の
よ
う
に
生
き
た
い
』
と
願
う
時
、私
を
引
き
付
け
て
止
ま
な
い
の
は
、

そ
の
人
物
が
「
外
に
持
っ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
彼
ま
た
は
彼
女
が
そ

の
「
内
に
持
っ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
一
人
の
人
間
を
内
側
か
ら
創
り
上
げ
て
い
る
価
値

を
手
か
ら
手
へ
、
口
か
ら
口
へ
と
受
け
渡
し
て
行
く
営
み
を
「
文
化
」
と
い
う
。

　

け
れ
ど
も
あ
ら
ゆ
る
「
文
化
」
は
運
命
的
に
「
文
明
」
へ
と
移
行
す
る
。
そ
れ
は
端
的
に
「
新

し
き
『
生
』
へ
の
意
志
、如
何
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
も
力
と
支
配
と
に
至
ら
ん
と
す
る
意
志
」

（
ベ
ル
ヂ
ア
エ
フ
）
に
導
か
れ
る
奔
流
で
あ
る
。
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
…
。
私
た
ち
は
、
自
ら
の
果
て
無
き
欲
望
を
技
術
的
に
充
足
さ
せ
な
が
ら
も
、
同
時

に
伝
来
の
価
値
を
内
面
的
に
継
承
す
る
道
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。「
文
明
の
黄
昏
」
に
生

き
る
人
間
に
は
、
ア
ク
セ
ル
（
文
明
）
と
ブ
レ
ー
キ
（
文
化
）
の
バ
ラ
ン
ス
（
均
衡
）
を
保

つ
た
め
の
智
慧
の
働
き
が
、
今
や
死
活
に
か
か
わ
る
課
題
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
、
二
人
の
為
政
者
に
よ
る
発
言
を
ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
歴
史

の
内
に
源
を
発
し
、
や
が
て
永
遠
へ
と
流
れ
入
る
水
脈
と
し
て
「
文
化
」
を
捉
え
た
時
、
彼

ら
も
ま
た
大
河
の
一
滴
で
あ
り
、
一
個
人
と
し
て
、
そ
の
内
面
を
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

「
文
化
と
は
新
た
な
る
生
又
は
存
在
の
状
態
の
実
現
で
は
な
く
、
新
た
な
る
価
値
の
実
現

で
あ
る
。」（
宮
崎
信
彦
訳
）

新
た
な
る
価
値
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◆ロシアの釣りアマチュア達は、魚釣りをオリンピック・スポーツとして認め

てもらうように戦うことにしました。釣り大会を主催し、IOC のエキスパート

達を招きました。

そのあとは、

──どうですか、エキスパート達を、釣りがオリンピック・スポーツになれる

と十分説得したのか？

と聞かれると、

──殆ど説得しました。一つだけ、つまりウォッカがドーピングじゃないと、

証明することが残っています。

との答えでした。

◆ある男は、「あなたは外へ出ると、マンモスに遭う可

能性はどれぐらいあるのか」と聞かれた。「10 億分の１」

と。

ある女は同じ質問に「２分の１」と答えた。

なぜか、「遭う」か「遭わない」か、どちらかになるからだ。

◆医科大学の試験では、ある男性教授は学生に妊娠の兆

候を尋ねる。

「じゃー、お腹が大きい、足が細い」

「僕を見て下さい。お腹も大きいし、足も細いし。僕が

子供を産まない限り、あなたはこの試験を合格しない」

АНЕКДОТ

◆Решили　русские　любители　рыбалки　бороться　за　то,　чтобы　

рыбную　ловлю　признали　олимпийским　видом　спорта.　Устроил

и　соревнования,　пригласили　экспертов　из

Международного　олимпийского　комитета.

-　Ну　что,　-　спрашивают　их,　-　убедили　экспертов　в　том,　что　

рыбалка　может　быть　олимпийским　видом　спорта?

-　Почти,　-　говорят　рыболовы.　-　Осталось　только　доказать,　

что　водка　-　недопинг.

◆У　мужчины　спрашивают:　

-　Какова　вероятность　того,　что,　выйдя　на　улицу,　

　　вы　встретите　мамонта?

Мужчина:

-　Одна　миллиардная.

Женщина　на　тот　же　вопрос　ответила:　

-　Одна　вторая.

-　Как　так?　-　спрашивают.

-　Ну,　-　говорит,　-　или　встречу,　или　не　встречу.

◆　На　экзамене　в　медицинском　институте　профессор　

спрашивает　студента　признаки　беременности.

-　Большой　живот,　узкие　ноги.

-　Посмотрите　на　меня.　У　меня　большой　живот,　узкие　ноги.　

Пока　не　рожу,　вы　экзамена　не　сдадите.

ジーマの

ロシア小話

──ストレリツォフ・ドミートリさんよりのアネクドート───
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◎
こ
の
位
し
か
出
来
る
事
が
な
く
て
…
。

(

長
野
県)

◎
６
月
６
、
７
日
、
松
本
Ｍ
ウ
ィ
ン
グ
の

「
ナ
ー
ジ
ャ
の
村
」「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
上

映
会
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
再
び
観
て

み
た
い
。
日
本
の
支
援
活
動
、
息
の
長
い
も

の
に
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

(

長
野
県)

◎
被
災
地
の
子
供
達
に
平
穏
な
日
が
訪
れ
ま

す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　

(

長
野
県)

◎
配
送
料
に
お
使
い
下
さ
い
。   (

埼
玉
県
）

◎
わ
ず
か
で
す
が
ボ
ー
ナ
ス
が
出
た
の
で
お

送
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立

て
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。       (

宮
城
県)

◎
ど
う
か
希
望
が
か
な
い
ま
す
よ
う
祈
り
ま

す
。
か
な
え
て
下
さ
い
ね
。

   (

長
野
県)

◎
新
し
い
命
が
大
切
に
さ
れ
る
場
所
を
も
っ

と
増
や
し
た
い
で
す
。

   (

石
川
県)

◎
子
ど
も
の
描
く
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が
と

て
も
う
れ
し
い
。
　
　
　
　
　

(

東
京
都)

◎
年
２
回
ほ
ど
の
、
し
か
も
少
額
の
カ
ン
パ

で
す
が
、
今
年
も
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
、

さ
さ
や
か
で
す
が
使
っ
て
下
さ
い
。
世
界
の

中
の
幸
福
な
国
ジ
ャ
パ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
ジ
ャ
ッ
プ
と
さ
げ
す
ま
れ
て
い
る
日
本
で

す
が
、
世
界
の
中
の
日
本
と
い
う
、
ま
さ
に

幸
福
の
国
の
正
し
い
評
価
が
、
真
実
の
姿
が

見
え
て
く
る
よ
う
に
…
私
は
祈
り
ま
す
。
カ

ン
パ
に
名
目
な
し
で
す
。
ど
の
項
目
と
か
や

や
こ
し
い
こ
と
は
抜
き
で
す
、
い
つ
わ
ら
ぬ

良
心
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。

(

広
島
県)

◎
最
近
特
に
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
子
ど
も
や
病
気
な
ど
に
苦
し
む
人
々
の

映
像
を
目
に
し
ま
す
。
日
本
で
は
助
か
る
病

気
や
ケ
ガ
が
、
医
師
や
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
た

め
に
命
を
落
と
し
た
り
し
て
い
く
姿
が
、
ホ

ン
ト
に
胸
が
痛
ん
で
辛
い
で
す
。
今
の
自

分
は
ホ
ン
ト
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
も
っ
と
こ

の
よ
う
な
世
界
の
状
況
を
真
摯
に
受
け
止
め

て
、
無
力
な
が
ら
も
何
か
力
に
な
っ
て
行
け

る
よ
う
に
な
れ
た
ら
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
な
金
額
で
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
苦
し
ん

で
い
る
人
々
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
Ｈ
Ｐ
を
知
人
や
友
達
に
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
呼
び
か
け
て
、
も
っ
と
募
金
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。   (

京
都
府)

◎
次
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い
よ
う
、

ガ
ン
バ
リ
た
い
で
す
。

(

長
野
県)

◎
少
し
の
お
金
で
す
が
、
こ
れ
が
多
く
の

人
た
ち
の
想
い
と
つ
な
が
っ
て
子
供
た
ち
の

笑
顔
が
生
ま
れ
ま
す
よ
う
に
い
の
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

長
野
県)

◎
い
つ
も
少
額
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

(

大
阪
府)

◎
ご
ぶ
さ
た
い
た
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
で
す

が
お
役
に
立
て
て
く
だ
さ
い
。

(

長
野
県)

◎
た
く
さ
ん
の
人
の
熱
い
思
い
が
、
祈
り
が

マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
の
も
と
に
届
き
ま
す
。
マ
リ

ア
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
み
た
い
か
ら
…
。

(

沖
縄
県)

◎
い
つ
も
お
世
話
さ
ま
で
す
！
グ
ラ
ン
ド
ゼ

ロ
の
中
か
ら
事
務
局
の
皆
様
の
大
変
な
ご
苦

労
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
あ
き
ら
め
な
い

ぞ
！
」と
静
か
に
自
分
の
心
に
言
い
ま
し
た
。

(

沖
縄
県)

◎
わ
ず
か
で
す
が
お
役
立
て
下
さ
い
。

(

京
都
府)

◎
今
は
具
体
的
に
な
に
も
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
は
ず
っ
と
つ
な

が
っ
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
兵
庫
県)

◎
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
の
上
映
会
で
多
く

の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
皆

さ
ん
が
感
動
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
こ
と

を
考
え
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
今
を
考
え
る

時
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
。

(

埼
玉
県)

◎
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
、
怖
い
事
件
ば
か
り
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
人
と

人
が
想
い
合
う
心
を
持
ち
た
い
で
す
ね
。

(

長
野
県)

◎
少
し
で
す
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

(

神
奈
川
県)

◎
少
し
ば
か
り
で
す
が
、
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
子
供
さ
ん
が
お

元
気
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

(

千
葉
県)

◎
尊
く
も
有
り
難
き
生
命
に
感
謝
を
こ
め
て

…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

岐
阜
県)
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れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

(

東
大
阪
市
立
小
阪
中
学
校
２
年
生
一
同)

◎
皆
さ
ん
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

(

群
馬
県)

◎
使
途
は
お
ま
か
せ
で
す
。　
　

(

長
野
県)

◎
適
合
者
が
早
く
見
つ
か
る
よ
う
に
祈
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

(

京
都
府)

◎
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
す
み
ま
せ
ん
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(

長
野
県)

◎
マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
の
す
て
き
な
笑
顔
の
た
め

に
わ
ず
か
で
す
が
…
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
何
度

も
歩
き
そ
の
中
で
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
怖
さ

を
知
り
ま
し
た
。
平
和
な
世
の
中
を
待
ち
望

ん
で
ま
す
。

　
　
　
　
　

(

京
都
府)

◎
支
え
支
え
ら
れ
る
関
係
。
自
分
の
方
こ
そ

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。
私
た

ち
の
希
望
で
あ
る
子
ど
も
達
に
心
が
届
き
ま

す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。

(

石
川
県)

◎
一
応
賛
助
会
費
と
し
て
送
り
ま
す
が
で
き

れ
ば
新
生
児
支
援
に
充
て
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
ん
ば
れ
！(

東
京
都)

新
生
児
支
援
に
入
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
事
務
局
）

◎
健
康
で
平
和
に
暮
ら
せ
る
現
在
に
感
謝
し

つ
つ
、
心
ば
か
り
の
送
金
で
す
。(

石
川
県)

◎
ど
の
コ
ー
ス
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
必
要
な

所
に
使
っ
て
下
さ
い
。

(

京
都
府)

◎
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
グ
ラ
ン

ド
ゼ
ロ
を
い
つ
も
送
っ
て
下
さ
っ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　
　
　

(

石
川
県)

◎
わ
ず
か
で
す
が
お
役
立
て
下
さ
い
。

(

東
京
都)

◎
な
か
な
か
実
績
が
上
が
ら
ず
ご
め
ん
な

さ
い
。
末
永
く
お
考
え
下
さ
い
。(

埼
玉
県)

◎
わ
ず
か
で
す
が
お
役
立
て
下
さ
い
。

(

東
京
都)

◎
マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
が
一
日
も
早
く
元
気
に
な

れ
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

(

愛
知
県)

◎
情
報
を
あ
り
が
と
う
！
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス

で
活
動
を
知
り
、
そ
ち
ら
か
ら
寄
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
今
回
こ
の
用
紙
を
頂
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
。
少
額
で
す
が
、

応
援
し
て
ま
す
。　
　
　
　
　
　

(

長
野
県)

◎
少
し
で
す
が
、
役
立
て
て
下
さ
い
。

(

岐
阜
県)

◎
〈
私
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル
〉
私
た
ち
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
害
に
あ
い
、
今

も
苦
し
み
続
け
て
い
る
人
た
ち
を
少
し
で
も

助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に

小
さ
い
子
供
達
な
ど
幼
い
命
を
救
っ
て
あ
げ

信
大
小
児
科
医
師
サ
ポ
ー
ト
渡
航

　

Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
に
ミ
ン
ス
ク
の
国
立
科
学

小
児
血
液
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
オ
リ
ガ
先
生
と

ユ
ー
リ
ー
先
生
が
写
っ
て
い
る
。
信
州
大
学

医
学
部
医
療
情
報
部
で
は
、
小
池
先
生
、
中

澤
先
生
が
並
ん
で
、
マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
の
移

植
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

る
。
今
年
度
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
10
ド
リ
ー
ム

ズ
で
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
マ
リ
ア
・
ク
リ
シ
タ
ポ
ー
ビ
ッ
チ
さ

ん
（
５
才
）
の
さ
い
帯
血
移
植
の
日
程
が
決

ま
っ
た
。
10
月
２
日
で
あ
る
。

　

２
日
に
前
後
し
て
ど
の
よ
う
な
治
療
を
す

る
か
、プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
、日
本
か
ら
持
っ

て
い
く
支
援
薬
品
、
現
地
で
調
達
で
き
る
も

の
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
移
植
に

際
し
て
、
免
疫
不
全
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
万

全
を
期
す
。
信
州
大
学
小
児
科
で
さ
い
帯
血

移
植
の
経
験
豊
富
な
中
澤
洋
三
医
師
が
移
植

前
後
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
71
次
訪
問
団
は
９
月
29
日
出
発
、
10
月

７
日
帰
国
予
定
で
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

　

可
愛
い
贈
り
物

　

Ｊ
Ｃ
Ｆ
の
児
童
健
康
診
断
を
担
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
昭
和
大
学
医
学
部
の
衣
川
直
子

先
生
の
つ
な
が
り
で
、
千
葉
県
在
住
の
天
野

美
智
子
さ
ん
か
ら
手
作
り
の
パ
ジ
ャ
マ
が
届

い
た
。天
野
さ
ん
は
子
供
さ
ん
の
経
験
か
ら
、

治
療
中
に
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
ら
、
と
パ

ジ
ャ
マ
と
同
じ
布
で
キ
ャ
ッ
プ
も
２
枚
つ
け

て
下
さ
っ
た
。
日
本
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
マ
ス
ク
、
バ
ン
ダ
ナ
、
治
療
中
の
子
ど
も

達
は
可
愛
く
使
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

天
野
さ
ん
か
ら
の
暖
か
い
贈
り
物
、
ピ
ン

ク
の
パ
ジ
ャ
マ
と
キ
ャ
ッ
プ
も
持
っ
て
、
29

日
出
発
し
ま
す
。　
　
　

（
事
務
局
・
神
谷
）

マリアちゃんに、たくさんの応援を

ありがとうございます！ありがとうございます！

９
月
12
日
現
在
、
マ
リ
ア
基
金
に
は

１
、４
２
８
、３
６
６
円
の
寄
付
を
戴
き
ま
し

た
。
マ
リ
ア
ち
ゃ
ん
の
臍
帯
血
移
植
に
必
要

な
薬
品
代
な
ど
の
総
計
４
百
万
円
ま
で
、
暖

か
な
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

移植日 10 月２日
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ふっくらゆっくり夢を拡げて！

　

グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
で
も
度
々
紹
介
し
た

「
ナ
ー
ジ
ャ
の
風
」
の
み
な
さ
ん
の
労
作
、

「
ナ
ー
ジ
ャ
希
望
の
村
」
と
い
う
Ｃ
Ｄ
付
き

の
ス
ラ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
。
京
都
の
鈴
木
さ

ん
や
「
ナ
ー
ジ
ャ
の
風
」
の
み
な
さ
ん
、
長

野
の
加
藤
由
美
子
さ
ん
、
多
賀
さ
ゆ
み
さ
ん

な
ど
が
各
地
で
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
を
開
い
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
会
を
一
年
間
で

50
回
も
開
い
た
方
が
い
る
の
で
す
。

　

「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
上
映
会
を
一
人
で

開
催
し
て
、千
二
百
人
を
越
す
観
客
を
集
め
、

上
映
会
の
余
剰
金
10
万
円
を
マ
リ
ア
基
金
に

寄
付
し
て
下
さ
っ
た
埼
玉
県
所
沢
市
の
森
田

き
よ
こ
さ
ん
で
す
。
一
年
間
で
50
回
と
い
う

と
ほ
と
ん
ど
毎
週
一
回
は
ス
ラ
イ
ド
会
を
開

い
て
い
た
計
算
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
会
を
開

く
の
も
す
ご
い
の
で
す
が
、
ど
う
や
っ
た
ら

そ
ん
な
に
人
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
？

　

映
画
館
「
ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
内
覧
会
に
、
森
田
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
の
で
、
私
も
出
か
け
て
い
っ

て
、
お
話
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
の
事
務
所
に
現
れ
た
森

田
さ
ん
は
華
奢
な
身
体
か
ら
、
パ
ワ
ー
と
笑

顔
が
は
じ
け
る
方
で
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
上
映

会
の
有
能
な
助
手
の
お
嫁
さ
ん
、
順
子
さ
ん

も
い
っ
し
ょ
で
す
。
嫁
・
姑
さ
ん
と
い
う
よ

り
、
意
気
の
合
っ
た
先
輩
後
輩
二
人
組
と
い

う
感
じ
で
す
。

　

ご
挨
拶
の
後
、
森
田
さ
ん
か
ら
「
は
い
、

こ
れ
お
土
産
で
す
」
と
包
み
を
渡
さ
れ
ま
し

た
。中
か
ら
出
て
き
た
の
は「
ふ
っ
く
ら
ゆ
っ

く
り
パ
ン
物
語
」
と
い
う
森
田
さ
ん
が
書
か

れ
た
本
で
し
た
。

　

な
ん
と
森
田
さ
ん
は
パ
ン
を
作
り
始
め
て

30
年
、
パ
ン
作
り
を
仕
事
に
し
て
20
年
、
多

い
時
に
は
１
０
０
人
の
方
に
週
一
回
パ
ン
を

作
っ
て
ご
自
分
で
配
達
し
て
手
渡
し
て
き
た

そ
う
で
す
。

　

な
ぜ
か
私
が
『
会
員
さ
ん
訪
問
』
に
出
か

け
る
と
パ
ン
屋
さ
ん
に
出
会
い
ま
す
。
こ
れ

は
会
員
さ
ん
訪
問
第
一
回
目
を
金
沢
の
「
森

の
パ
ン
屋
さ
ん
」
か
ら
は
じ
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
ご
縁
で
し
ょ
う
か
。
ほ
ん
と
に
不
思

議
！

　

森
田
さ
ん
の
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
上
映

会
や
、「
ナ
ー
ジ
ャ
希
望
の
村
」
ス
ラ
イ
ド

上
映
会
の
お
話
を
す
る
の
に
は
、
パ
ン
屋
さ

ん
の
物
語
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

　

最
初
は
お
子
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
と
、
パ
ン
種

の
感
触
の
魅
力
の
虜
に
な
っ
て
始
め
た
森
田

さ
ん
の
パ
ン
作
り
は
、
次
第
に
趣
味
の
域
を

脱
し
て
、
和
菓
子
屋
さ
ん
で
使
っ
て
い
た
業

務
用
天
火
を
入
手
し
た
の
を
機
に
、
本
格
的

な
パ
ン
屋
さ
ん
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
優
秀

な
天
火
の
出
現
は
逆
に
で
き
あ
が
る
パ
ン
の

量
を
決
め
、
増
え
た
パ
ン
の
量
だ
け
、
友
人

の
輪
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

朝
３
時
か
ら
粉
30
キ
ロ
分
の
パ
ン
作
り
、

作
業
す
る
の
は
森
田
さ
ん
一
人
、
20
年
間
お

隣
の
奥
さ
ん
が
袋
詰
め
に
徹
し
て
お
手
伝
い

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
は
パ
ン
を
作
る

部
分
に
は
最
後
ま
で
全
く
手
を
出
さ
ず
、
で

き
あ
が
っ
た
パ
ン
は
き
っ
ち
り
定
価
で
買
っ

て
帰
る
と
い
う
、
な
か
な
か
で
き
な
い
賢
い

関
わ
り
方
を
続
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
森
田

さ
ん
の
周
り
に
は
個
性
的
で
一
本
筋
の
通
っ

た
お
友
達
が
集
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

パ
ン
屋
を
始
め
る
時
、「
私
が
呼
び
か
け

て
パ
ン
買
う
人
を
広
げ
て
あ
げ
る
、
で
も
配

る
の
は
あ
な
た
が
し
て
ね
。」
と
友
人
の
一

人
か
ら
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
言
葉
を

守
っ
た
こ
と
で
、
森
田
さ
ん
と
お
客
様
の
間

に
強
い
絆
が
育
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
パ
ン
が
焼
き
上
が
る
と
一
日
が

か
り
で
配
達
。
道
路
が
渋
滞
し
て
遅
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
時
、「
毎
週
木
曜
日
は
パ
ン
向

き
の
献
立
に
し
て
い
る
け
れ
ど
、
今
日
は
献

立
変
え
な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
思
っ
て
た

と
こ
ろ
よ
」
と
言
わ
れ
た
り
、
老
夫
婦
が
心

配
し
て
森
田
さ
ん
を
門
の
前
で
待
っ
て
い
て

く
れ
た
り
…
。
悲
し
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
パ
ン
を
届
け
に
い
っ
た
ら
、
い
つ
も

森
田
さ
ん
の
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
を
毎
食
一
つ
ず

つ
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
90
才
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
宅
は
、告
別
式
の
最
中
、

先
週
は
お
元
気
だ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
急

「ふっくらゆっくりパン物語」ラ・テール出版局（右カットも同書より）
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に
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
こ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
離
乳
食
か
ら
森
田
さ

ん
の
パ
ン
を
食
べ
て
育
っ
た
あ
る
娘
さ
ん
か

ら
、
パ
ン
作
り
を
勉
強
す
る
学
校
に
行
こ
う

か
と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
と
打
ち
明
け
ら

れ
、
こ
の
娘
さ
ん
は
専
門
学
校
を
出
て
現
在

パ
ン
屋
さ
ん
で
修
行
中
だ
と
か
。

　

パ
ン
は
ど
こ
に
で
も
売
っ
て
い
る
の
に
、

森
田
さ
ん
の
パ
ン
を
こ
う
し
て
待
っ
て
い
て

下
さ
る
方
と
の
、
食
べ
物
を
通
じ
た
信
頼
関

係
の
暖
か
な
確
か
さ
が
森
田
さ
ん
を
支
え
、

20
年
間
、
風
邪
も
ひ
か
ず
に
、
一
人
で
パ

ン
を
作
り
続
け
、
ど
ん
な
雪
の
日
で
も
自
分

で
パ
ン
を
届
け
、
渋
滞
を
避
け
る
た
め
に
所

沢
の
抜
け
道
も
熟
知
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
森
田
さ
ん
は
60
才
を
目
前
に

し
て
ま
だ
余
力
が
あ
る
う
ち
に
パ
ン
屋
さ
ん

を
閉
じ
て
、
何
か
違
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
一
昨
年
、
一
年
か
か
っ
て
お
客
様

に
予
告
お
願
い
し
て
、
パ
ン
屋
さ
ん
を
や
め

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
時
に
、
映
画
好

き
の
お
友
達
に
誘
わ
れ
て
見
た
の
が
「
ア
レ

ク
セ
イ
と
泉
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
時
は
自
分
が
上
映
会
を
し
よ
う
な
ん

て
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
映
画
を
見
た

時
に
偶
然
会
っ
た
旧
友
の
息
子
さ
ん
が
、
サ

ス
ナ
フ
ィ
ル
ム
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
と
い
う

巡
り
合
わ
せ
や
出
会
い
の
勢
い
で
、
い
つ
の

ま
に
か
上
映
会
を
開
こ
う
！
と
ま
で
盛
り
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

「
ナ
ー
ジ
ャ
希
望
の
村
」
の
ス
ラ
イ
ド
と

出
会
っ
た
の
は
、
昨
年
夏
の
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー

ル
で
の
上
映
会
で
の
紹
介
だ
っ
た
の
。
そ
の

時
は
、
坂
本
龍
一
さ
ん
も
来
て
い
て
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
の
で
、
あ

あ
、こ
ん
な
ス
ラ
イ
ド
が
あ
る
ん
だ
、と
思
っ

た
だ
け
で
し
た
。

　

上
映
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
昨
年
の

８
月
に
上
映
会
会
場
に
申
し
込
み
に
行
っ
た

ら
、
土
曜
日
は
も
う
次
の
年
の
７
月
12
日
し

か
空
い
て
い
な
か
っ
た
の
。
そ
れ
で
結
果
的

に
一
年
が
か
り
で
上
映
会
を
準
備
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
ね
。

　

会
場
を
申
し
込
ん
だ
り
す
る
の
は
個
人
名

で
は
ダ
メ
な
の
で
、
パ
ン
屋
さ
ん
を
し
て
た

時
の
繋
が
り
の
友
人
が
、
こ
の
指
と
ま
れ
で

応
援
は
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
実
は
実
行

委
員
会
と
い
う
よ
う
な
の
は
一
度
も
開
い
て

な
い
の
よ
。
当
日
の
こ
と
や
準
備
で
何
か
お

願
い
す
る
時
は
私
が
個
人
的
に
お
願
い
の
お

手
紙
書
き
ま
し
た
。
会
場
と
日
程
が
決
ま
っ

た
の
で
、
教
育
委
員
会
の
後
援
が
あ
る
と
動

き
や
す
い
と
聞
い
て
、
お
役
所
に
申
請
に
行

き
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
何
か
実
績
を
示
す
書

類
を
出
せ
と
言
わ
れ
て
、
20
年
間
パ
ン
屋
を

上映会のアルバムを見ながら

や
っ
た
と
い
う
「
実
績
」
で
は
ダ
メ
な
ん
で

す
っ
て
。（
笑
）
そ
こ
で
、
一
年
か
か
っ
て

ス
ラ
イ
ド
上
映
を
し
て
、実
績
作
り
な
が
ら
、

同
時
に
「
ア
レ
ク
セ
イ
と
泉
」
の
上
映
会
も

広
め
て
い
こ
う
と
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
を
私
の
所
属
す
る
教
会
で
や
っ
た

後
、
個
人
の
お
宅
を
借
り
て
上
映
し
て
た
の

で
す
が
、
あ
る
時
、
公
民
館
で
ス
ラ
イ
ド
会

を
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、そ
の
時
初
め
て
、

公
民
館
っ
て
来
る
方
も
来
易
い
し
、
設
備
も

揃
っ
て
い
る
と
気
付
き
ま
し
た
。
毎
日
新
聞

が
ス
ラ
イ
ド
会
を
取
り
上
げ
て
、「
ナ
ー
ジ
ャ

の
風
を
吹
か
せ
よ
う
」
と
い
う
記
事
に
な
っ

た
せ
い
も
あ
っ
て
、
私
の
知
ら
な
い
方
も
大

勢
参
加
し
て
、
丁
寧
な
感
想
を
い
っ
ぱ
い
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
見
終
わ
っ

た
後
は
必
ず
一
時
間
く
ら
い
時
間
を
と
っ
て

感
想
を
聞
き
ま
す
。
あ
る
時
た
ま
た
ま
お
茶

を
用
意
し
て
い
っ
た
ら
、
お
話
が
弾
み
、
そ

れ
か
ら
は
毎
回
お
茶
と
何
か
小
さ
な
ク
ッ

キ
ー
と
か
を
持
参
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
森
田
さ
ん
は
順
子
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
上
映
会
に
工
夫
を
重
ね
、
所
沢
の

公
民
館
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
も
随
分
来
て
く
れ
ま
し
た
。
動
き

の
な
い
ス
ラ
イ
ド
を
今
の
子
ど
も
が
ち
ゃ
ん

と
見
て
く
れ
る
か
心
配
す
る
方
も
い
ま
し
た

が
、
ス
ラ
イ
ド
を
始
め
る
前
に
、「
普
段
は

テ
レ
ビ
と
か
動
い
て
い
る
も
の
を
見
て
る

と
思
う
け
ど
、
こ
れ
は
一
瞬
一
瞬
止
ま
る
か

ら
よ
ー
く
見
て
ね
、
そ
し
て
そ
の
な
か
か
ら

心
に
残
っ
た
こ
と
を
お
ば
さ
ん
が
聞
く
か
ら

ね
」
と
言
う
と
い
っ
ぱ
い
感
想
言
っ
て
く
れ

た
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
毎
回
「
今
日
見
て
く

れ
た
人
た
ち
は
今
ま
で
で
一
番
静
か
だ
っ
た

よ
」
と
言
う
と
「
わ
ー
」
っ
て
ね
。

　

小
学
校
の
低
学
年
だ
っ
て
難
し
い
こ
と
は

わ
か
ら
な
く
て
も
、
ど
こ
か
の
場
面
が
心
に

残
っ
て
い
て
、
お
母
さ
ん
と
話
を
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
り
、
大
き
く
な
っ
た
時
に
も

き
っ
と
心
の
ど
こ
か
に
残
る
と
思
う
の
。
私

も
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し
て
い
て
、
い
つ
も
毎

回
新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
覚
え
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
一
つ
一
つ
の
言

葉
の
持
つ
も
の
が
毎
回
変
わ
る
の
よ
。

　

ス
ラ
イ
ド
の
輪
か
ら
出
発
し
た
の
で
、「
ア

レ
ク
セ
イ
」
の
上
映
会
も
小
さ
い
子
ど
も
が

け
っ
こ
う
来
て
、
最
後
ま
で
ち
ゃ
ー
ん
と
見

て
く
れ
た
ん
で
す
。
こ
う
い
う
の
っ
て
い
っ子どもたちにスライドを見せる森田さん
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に
パ
ン
屋
さ
ん
を
や
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
何

だ
か
大
い
な
る
手
に
導
か
れ
て
、
ゆ
っ
く
り

と
上
映
会
実
行
へ
と
誘

い
ざ
な

わ
れ
て
い
っ
た
よ
う

な
気
さ
え
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

森
田
式
上
映
会
の
レ
シ
ピ
は
、
20
年
間
の

パ
ン
屋
さ
ん
で
作
り
上
げ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大

し
ょ
に
来
る
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
次
第
だ
と

思
う
ん
で
す
。
お
母
さ
ん
に
「
こ
れ
を
是
非

見
せ
た
い
！
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
れ

ば
、
き
っ
と
子
ど
も
に
は
通
じ
る
と
思
う
。

　

い
つ
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
白
い
シ
ー
ツ

を
持
ち
歩
い
て
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
失
敗

も
あ
っ
た
の
よ
、
ス
ラ
イ
ド
の
フ
ィ
ル
ム
が

引
っ
か
か
っ
て
動
か
な
く
な
っ
て
ど
う
し
ょ

う
、
と
冷
や
汗
か
い
て
…
。

　

印
象
に
残
っ
て
る
の
は
、
あ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
ん
で
い
る
方
か
ら
本
の
読
み
聞
か
せ

と
マ
ジ
ッ
ク
と
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
や
り
た
い

と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
の
で
す
が
『
予
定
日

が
近
づ
い
て
も
、
だ
れ
か
ら
も
申
し
込
み
が

無
い
か
ら
取
り
や
め
に
し
ま
す
』
と
連
絡
が

あ
っ
た
の
ね
。
で
も
そ
の
方
の
お
孫
さ
ん
は

会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、『
一

人
で
も
来
て
く
れ
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
そ
こ
か
ら
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ

か
ら
、や
り
ま
し
ょ
う
、や
り
ま
し
ょ
う
』
っ

て
。
そ
し
て
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
友

人
の
娘
さ
ん
か
ら
お
誘
い
の
お
手
紙
も
書
い

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
結
果
的
に
は
当
日
子

ど
も
が
30
人
く
ら
い
、
大
人
も
け
っ
こ
う
集

ま
っ
た
の
。そ
の
会
の
後
、中
止
す
る
と
言
っ

た
主
催
者
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
、
本
を
読
む
と
い
う
得

意
な
分
野
を
通
じ
て
子
ど
も
と
つ
な
が
っ
て

行
き
た
い
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
よ
。

　

森
田
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
は
所
沢
に

い
ろ
ん
な
風
を
吹
か
せ
た
よ
う
で
す
。

上
映
会
が
せ
ま
っ
た
６
月
の
末
に
、
秩
父

高
校
の
生
徒
と
卒
業
生
の
集
ま
り
に
招
か
れ

て
ス
ラ
イ
ド
会
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ

こ
の
放
送
部
の
生
徒
が
ス
ラ
イ
ド
の
後
で

『
も
し
私
の
住
む
大
好
き
な
秩
父
の
村
が
汚

染
さ
れ
て
出
て
行
け
と
言
わ
れ
て
も
、
私
は

出
て
い
か
な
い
』
と
い
う
即
興
の
詩
を
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ
が
素
晴
ら
し
く
て
、

そ
れ
を
聞
い
た
時
に
、
上
映
会
の
最
後
は
こ

の
詩
の
朗
読
に
し
よ
う
、
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ひ
ら
め
い
て
、
そ
の
場
で
お
願
い
し
ま

し
た
。
そ
う
い
う
即
決
も
上
映
実
行
委
員
会

と
か
作
ら
な
い
で
、
一
人
だ
け
で
や
っ
た
強

み
で
す
ね
。
パ
ン
屋
も
一
人
で
し
た
し
、
私

は
一
人
で
や
る
の
が
好
き
み
た
い
。

　

一
回
の
ス
ラ
イ
ド
に
集
ま
っ
て
下
さ
る
人

数
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
顔
の
見
え
る
数
で
す
。

そ
う
い
う
方
が
み
ん
な
映
画
に
来
て
下
さ
っ

た
の
ね
、
で
も
最
初
か
ら
そ
れ
を
狙
っ
て
ス

ラ
イ
ド
会
を
や
っ
た
わ
け
で
は
無
か
っ
た
の

よ
、
巡
り
合
わ
せ
で
し
ょ
う
か
し
ら
ね
。

　

森
田
さ
ん
の
パ
ン
作
り
は
中
種
法
と
い
っ

て
、
前
の
夜
に
粉
、
水
、
イ
ー
ス
ト
だ
け
を

こ
ね
、５
、６
時
間
置
い
て
、ゆ
っ
く
り
醗
酵
、

熟
成
さ
せ
ま
す
。翌
朝
、そ
の
生
地
に
粉
、塩
、

砂
糖
、
水
、
イ
ー
ス
ト
な
ど
を
加
え
て
も
う

一
度
こ
ね
な
お
し
ま
す
。
こ
う
す
る
と
、
パ

ン
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
と
て
も
や
わ
ら

か
い
の
に
、
弾
力
が
あ
る
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う

な
ふ
っ
く
ら
と
し
た
パ
ン
が
出
来
上
が
る
そ

う
で
す
。

　

森
田
さ
ん
は
、
映
画
上
映
会
を
す
る
た
め

き
い
暖
か
な
人
の
輪
を
原
料
に
し
て
、
ス
ラ

イ
ド
上
映
会
と
い
う
前
段
階
発
酵
を
50
回
も

重
ね
、
ゆ
っ
く
り
ふ
っ
く
ら
幾
つ
も
の
夢
を

育
ん
で
膨
ら
ま
せ
、
一
年
か
か
り
で
７
月
12

日
の
上
映
会
と
い
う
す
ば
ら
し
く
美
味
し
い

大
き
な
パ
ン
に
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
上
映
会
が
終
わ
っ
た
後
も
ス
ラ
イ

ド
会
は
続
い
て
い
る
の
で
す
。
映
画
を
目
指

し
て
始
ま
っ
た
ス
ラ
イ
ド
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
ス
ラ
イ
ド
上
映
は
ず
ー
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
と
森
田
さ
ん
は
淡
々
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
森
田
さ
ん
は
今
度
は
ど
ん
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
、
ど
ん
な
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
日
は
サ
ス
ナ
フ
ィ
ル
ム
の
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
も
忙
し
く
、
い
つ
も
は
手
作
り
の

美
味
し
い
昼
食
を
ご
馳
走
に
な
る
の
に
、「
そ

ろ
そ
ろ
お
昼
で
す
が
、
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
き
ま
せ
ん
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
は
ど
う
す
る
の
？
」

と
森
田
さ
ん
。

「
私
達
は
お
弁
当
を
買
っ
て
き
て
こ
こ
で

ガ
ー
っ
と
食
べ
ま
す
」

「
じ
ゃ
、
私
も
お
弁
当
を
こ
こ
で
ガ
ー
っ
と

食
べ
ま
す
」

間
髪
を
入
れ
ず
に
答
え
る
森
田
さ
ん
。

　

明
る
く
て
パ
ワ
フ
ル
で
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ

ぱ
い
の
森
田
さ
ん
の
お
話
は
い
く
ら
聞
い
て

も
聞
き
飽
き
ま
せ
ん
。
で
も
そ
ろ
そ
ろ
パ
ー

テ
ィ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。
お
名
残
惜
し
く

お
話
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

松
本
へ
の
帰
り
の
バ
ス
の
な
か
で
森
田
さ

ん
に
頂
い
た
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
私
も
ふ

ん
わ
り
暖
か
い
パ
ン
生
地
を
こ
ね
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。
森
田
さ
ん
、
順
子
さ
ん
、
お

話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
新
し

い
夢
の
「
パ
ン
」
作
り
の
お
話
し
を
い
つ
か

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！　

（
事
務
局
・
布
山
）

長蛇の列ができた上映会当日
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Здравствуйте！
ПЛОЩАДЬ

こんにちは！
事務局広場

学園祭を終えて…

　今回学園祭で調べた原子力発電から、たくさんのことを学ぶことがで

きました。1986 年、私が生まれた直後にチェルノブイリで大きな事故が

起きた…。事前学習で松本へ行ったときにその事故の事を詳しく知り、

なんと恐ろしい事かと思ったのを良く覚えています。この訪問をきっか

けに始まった私たちの学園祭準備でしたが、簡単には進行しませんでし

た。奥深い原子力発電は、調べれば調べただけ新しい情報が見つかった

のです。

　その中でも私は世界における原子力発電所を担当したのですが、その

多さに驚かずにはいられませんでした。調べていくうちに、日本はアメ

リカの基数の 2 分の 1 であると知り、少々安心感を得たのもつかの間、

日本は基数こそアメリカよりは少ないものの、原子力発電の占める割合

がアメリカより高いということを知り、ショックを受けました。日本と

いう国がどれだけ原子力に頼っているかを思い知らされた瞬間でした。

　地震の多い日本にたくさんの原子力発電所。私たちが今発電のあり方

を変えることは不可能に近いかもしれません。でも、使用する電力量を

減らす努力をすれば、そんなに原子力での発電をしなくてすむかもしれ

ません。

　この学園祭では、多くの人に関心を持って見て頂いて、一緒に考える

事もできました。私たちの考えをもっと多くの人に知ってもらいたいで

す。地球に住む一人一人に関わりのある問題として、これからさらに考

えていくべき事だと思います。

吉川　智佳子

７
月
12
日
の
Ｊ
Ｃ
Ｆ
講
座
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
山
梨
英
和
高

校
の
み
な
さ
ん
は
、
学
園
祭
で
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
原
発
に

つ
い
て
取
り
組
み
、
文
化
祭
に
訪
れ
た
大
勢
の
方
に
、
展
示
を

見
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

山梨英和高校インターアクト委員会

学園祭での取り組み
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＜海　外＞ 

●広島でイラク調査団報告会

イラク戦争で使用された劣化ウラン弾の被害実態

を現地で調べた「劣化ウラン弾禁止（ＮＯ　ＤＵ）

ヒロシマ・プロジェクト」の調査団の報告会が、

広島市の原爆資料館東館であった。 同プロジェク

ト世話人の森滝春子さんは「ヒロシマが、イラク

での劣化ウラン弾調査のきっかけをつくらなくて

はならない」と訴えた。     （7月 18日　中国新聞）

●高レベル放射性廃棄物輸送船が入港　

使用済み核燃料の再処理後に残る高レベル放射

性廃棄物のガラス固化体 144 本（輸送容器 6基）

を積んだ「パシフィック・スワン号」が、フラン

スから青森県六ケ所村のむつ小川原港に着いた。

日本原燃の貯蔵管理センターに運び込まれる。搬

入は8回目。                   （7月23日　毎日新聞）

●浜岡 4号機、ひび割れ運転開始

中部電力は、停止中の浜岡原発4号機の原子炉を、

シュラウドのひび割れを残したまま約 11 カ月ぶ

りに起動し、調整運転を始めた。

（8月 4日　毎日新聞）

●湾岸戦争でがん発症 10 倍に

湾岸戦争やイラク戦争で使用された劣化ウラン

弾の後遺症などを訴えるため来日中のイラク人医

師、ジャワド・アル・アリさんが、広島市内で開

かれた平和集会で講演し「超大国は 2つの罪を犯

した。1つは原爆の投下、もう 1つはイラクで使

われた劣化ウラン弾だ」と米国を批判。湾岸戦争

で使用された劣化ウラン弾の影響で「がんの発症

率が 10 倍になった」と指摘し「劣化ウラン弾に

反対の声を」と呼び掛けた。（8月5日　共同通信）

●東電、告発受けトラブル公表

東京電力は、福島第一、同第二、柏崎刈羽の 3原

発で、配管内の水素燃焼が原因となった可能性が

ある計測装置の損傷などのトラブルが、1993 年

からの 5年間に計 8件あったことを明らかにし

た。告発を受け公表した。   （8月21日　共同通信）

●湾岸戦争のウラン弾なお危険

国際原子力機関（ＩＡＥＡ）は、1991 年の湾岸

戦争時にクウェートで使用された劣化ウラン弾

の残がいから現在も微量ながら放射線が検知さ

れており、人体に危険な場合もあるとの調査結

果を発表した。                （6月13日　共同通信）

●イランに査察受け入れ求める

イランの核開発問題を討議するＩＡＥＡ理事会

で、抜き打ちの核査察を認める追加議定書への

「早期、無条件」の署名をイランに求める議長総

括を採択した。               （6 月 19 日　毎日新聞）

●劣化ウラン弾、米政府に使用停止要求

米国の民間シンクタンク「核政策研究所」は、

劣化ウラン弾が人体に及ぼす影響を検証した報

告書「劣化ウラン弾̶危険評価の科学的論拠」

を公表した。「イオン化したウラン酸化物による

突然変異の誘発など、住民や兵士、とりわけ子

供にとって有害なことが確認された」と結論づ

け、米政府に対して速やかな使用停止を求めて

いる。                            （7 月 8日　毎日新聞）

●老朽化進むチェルノブイリ原発「石棺」

チェルノブイリ原発事故から 17 年以上たち、事

故炉を遮蔽している「石棺」と呼ばれる巨大建造

物の老朽化が進んでいる。崩落の恐れも指摘され、

ウクライナ政府は日本などの支援を得て、来年に

も新たな石棺の建造着手を表明しているが、いま

だ具体的計画もなく、実現を危ぶむ声も強い。

（7月 30 日　共同通信）

●熱波の影響、仏原発の発電量削減へ

欧州を襲っている熱波による河川水の温度上昇の

影響で、フランス電力公社（ＥＤＦ）は、一部の

原子力発電所の発電量削減を決めた。

（8月 5日　共同通信）

●北米大停電、原発 9基が自動停止

米原子力規制委員会（ＮＲＣ）は、米国北東部と

カナダで発生した大停電の影響で、計 9基の原

子炉が自動停止したと発表した。停止したのは、

ニューヨーク、オハイオ、ミシガン、ニュージャー

ジー各州の原発。ＮＲＣの当局者は、放射能漏れ

などの異常は発生していないとしている。

（8月 14 日　共同通信）

ニュースクリップ
＜国　内＞

●原研試験炉、水漏れで手動停止　

日本原子力研究所大洗研究所の材料試験炉ＪＭＴ

Ｒの照射試験設備から水漏れがあり、同研究所は

原子炉を手動停止した。    （6月 20日　共同通信）

●保安院が原燃に厳重注意

青森県六ケ所村の使用済み核燃料再処理工場の漏

水問題で、経済産業省原子力安全・保安院は、国

の検査後に実施した補修工事を報告しなかったと

して、日本原燃に対し文書で「厳重注意」した。

　　　　　　　　　        （6 月 24 日　共同通信）

●むつ市長、中間貯蔵施設受け入れ表明

東京電力が青森県むつ市に計画している使用済み

核燃料の中間貯蔵施設について、杉山・むつ市長

は「地域の活性化に寄与する」として、誘致を正

式表明した。                   （6月 26日　時事通信）

●「極めて危険」と浜岡原発を警告

茂木清夫・前地震防災対策強化地域判定会長は、

札幌市で開かれている国際測地学・地球物理学連

合総会（ＩＵＧＧ）で講演し、中部電力浜岡原発

について「直下でマグニチュード 8の地震が起き

る浜岡原発は、極めて危険な状況だ」と警告した。

　　　　　　　                （7 月 1日　朝日新聞）

●「常陽」新型炉心が初臨界

核燃料サイクル開発機構大洗工学センターの高速

実験炉「常陽」の改造された新型炉心が初臨界に

達した。                           （7月2日　時事通信）

●浜岡原発運転差し止め求め提訴

中部電力浜岡原発の運転停止を求める市民グルー

プ「浜岡原発とめよう裁判の会」が、同原発の老

朽化と東海地震の危険性を理由に、運転差し止め

を求める訴訟を静岡地裁に起こした。

（7月 3日　時事通信）

●「ふげん」廃棄物建屋で爆発

福井県敦賀市にある核燃料サイクル開発機構の新

型転換炉原型炉「ふげん」（3月末運転終了、定

期検査中）の廃棄物処理建屋内の焼却炉で爆発音

があり火災報知機が鳴った。焼却炉の異常燃焼が

原因と見られる。　　　　　（7月4日　共同通信）

●「原発震災」の危険性指摘

神戸大学の石橋克彦教授（地震学）は、札幌市で

開かれている国際測地学・地球物理学連合総会（Ｉ

ＵＧＧ）で講演し「マグニチュード 8クラスの

東海地震が直撃する浜岡原発の危険性は高い。人

類がまだ遭遇したことのない地震と核の複合災害

『原発震災』が起きる可能性がある」と、中部電

力浜岡原発の危険性について指摘した。　　　　

　　　　　　　　　　　　 （7月 7日　毎日新聞）

●「常陽」が自動停止

核燃料サイクル開発機構大洗工学センターの高速

実験炉「常陽」が自動停止した。運転員の制御棒

の誤操作が原因とみられる。（7月8日　共同通信）

●浜岡 1号機でもシュラウドにひび

中部電力は、定期検査中の浜岡原発 1号機で、シュ

ラウドのサポートリング下部溶接部の全周で、断

続的に 130 カ所のひび割れを発見したと発表し

た。同様のひび割れは同原発 3号機で 324 カ所、

4号機で 134 カ所見つかっている。

（7月 10 日　共同通信）

●浜岡原発「東海地震発生時は危険」

来日中の米国人地質学者ローレン・モレ氏が、中

部電力浜岡原発を視察し「マグニチュード 8クラ

スの地震がいつ来るかわからないのに、予想震源

域の中に原発があるのは異常事態。周辺の岩盤は

柔らかく、断層のずれが原発に与える影響は予想

よりも大きい」と述べ、東海地震発生時に高いレ

ベルの原発事故が起こる可能性を指摘した。　　

（7月 10 日　時事通信）

●震災時の浜岡原発「最悪は放射能放出」

神戸大学の石橋克彦教授が、静岡県掛川市内で、

東海地震が発生した場合の浜岡原発の危険性につ

いて講演し「地震学的に見てもどんな揺れに襲わ

れるか分からない。最悪の場合は、放射能が放出

される危険がある」と述べ、「絶対安全」と繰り

返す中部電力の見解を批判した。

（7月 16 日　毎日新聞）
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核超大国を歩く

田城  明 核
超
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
（
旧

ソ
連
）
は
、
放
射
能
汚
染
や
放
射
性
廃
棄

物
な
ど
、
核
時
代
の
「
負
の
遺
産
」
の
重

荷
を
最
も
多
く
背
負
っ
て
い
る
。
両
国
の

ウ
ラ
ン
鉱
山
、
核
兵
器
工
場
、
核
実
験
場
、

原
発
、
放
射
性
廃
棄
物
処
分
地
な
ど
を
丹

念
に
訪
ね
歩
き
、
放
射
能
汚
染
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
現
地
ル
ポ
。
著
者
は
中
国

新
聞
社
特
別
編
集
委
員
。

核に蝕まれる地球

劣化ウラン弾禁止を求めるヒロシマ・アピール 
広
島
の
市
民
団
体
が
ま
と
め
た
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
禁
止
を
訴
え
る
冊
子
。
湾
岸
戦
争
、

イ
ラ
ク
戦
争
で
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
被
害
を

受
け
た
イ
ラ
ク
で
の
現
地
調
査
の
報
告
の

ほ
か
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
検
証
、
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
禁
止
や
核
兵
器
廃
絶
の
ア
ピ
ー
ル
を

紹
介
。
ま
た
、「
９
・
11
」
か
ら
イ
ラ
ク
戦

争
ま
で
の
ヒ
ロ
シ
マ
で
の
取
り
組
み
も
掲

載
し
て
い
る
。

現地ルポ  核超大国を歩く

著者：田城  明

発行：岩波書店

定価：2600 円＋税

劣化ウラン弾禁止を求めるヒロシマ・アピール

編集・発行：ＮＯ  ＤＵ（劣化ウラン弾禁止）ヒロシマ・プロジェクト

頒価：700 円

問い合せ：FAX 082-922-2595

http://www.nodu-hiroshima.org/

ＮＯ　ＤＵ　ヒロシマプロジェクト

森住  卓 世
界
の
核
被
害
者
を
取
材
し
て
い
る
著
者

に
よ
る
フ
ォ
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

旧
ソ
連
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
セ
ミ
パ
ラ
チ

ン
ス
ク
核
実
験
場
の
村
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実

験
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
ア
メ
リ
カ
・
核

施
設
の
風
下
地
区
、
イ
ン
ド
・
ウ
ラ
ン

鉱
山
の
村
、
そ
し
て
イ
ラ
ク
の
劣
化
ウ
ラ

ン
弾
に
よ
る
被
害
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

核に蝕まれる地球

著者：森住  卓

発行：岩波書店

定価：1700 円＋税

Book

Book

著
者
は
、
広
島
が
原
爆
で
被
爆
し
た
翌
年

か
ら
広
島
に
通
い
続
け
、
40
年
間
被
爆
者

を
撮
影
し
て
き
た
。
そ
こ
で
見
た
の
は
鳩

が
舞
う
平
和
公
園
の
風
景
と
は
お
よ
そ
無

縁
な
被
爆
者
の
無
限
地
獄
と
「
平
和
都
市

ヒ
ロ
シ
マ
の
虚
構
」
だ
け
だ
っ
た
。
著
者
が

撮
り
た
く
て
も
撮
れ
な
か
っ
た
も
の
、
撮
っ

て
も
発
表
で
き
な
か
っ
た
広
島
の
活
字
に

よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

ビキニ事件の真実

大石又七
１
９
５
４
年
３
月
１
日
、
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環

礁
近
く
で
マ
グ
ロ
漁
を
し
て
い
た
第
五
福
竜

丸
は
、
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
遭
遇
し
、

広
島
原
爆
の
１
０
０
０
倍
の
威
力
を
も
つ
水

素
爆
弾
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
死
の
灰
を
浴
び
被

爆
し
た
。
第
五
福
竜
丸
の
乗
組
員
だ
っ
た
著

者
が
綴
る
ビ
キ
ニ
事
件
の
真
実
。
あ
れ
か
ら

50
年
、
ビ
キ
ニ
事
件
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な

い
。

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
著
者
は
、

永
年
原
発
労
働
者
の
被
曝
の
実
態
を
取
材

し
続
け
て
い
る
。
原
発
被
曝
者
と
そ
の
家

族
、
原
発
関
係
者
な
ど
へ
の
丹
念
な
取
材

に
よ
り
、
原
発
内
で
の
劣
悪
な
労
働
環
境

や
、
原
発
労
働
者
の
置
か
れ
て
い
る
悲
惨

な
状
況
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は

２
０
０
１
年
度
「
核
の
な
い
未
来
賞
」
教

育
部
門
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ヒロシマの嘘

福島菊次郎

ビキニ事件の真実

著者：大石又七

発行：みすず書房

定価：2600 円＋税

闇に消される原発被曝者

樋口健二

闇に消される原発被曝者

著者：樋口健二

発行：お茶の水書房

定価：2400 円＋税

写らなかった戦後  ヒロシマの嘘

著者：福島菊次郎

発行：現代人文社

定価：1900 円＋税

Book
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上 映 予 定

情報提供・サスナフィルム（03-3227-1870）※上映予定は変更になることがあります。
　サスナフィルムにご確認下さい。

上映日　       上映場所       問合わせ先・備考

・10/25 ( 土 ) 長崎県　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 095-814-0055( 深堀 )

・11/2( 日 )     岐阜県　可児郡中公民館 0574-67-4841( 小栗 )

・11/7( 金 )　  熊本県　熊本市 監督参加

・12/7( 日 )　  東京都　武蔵野市武蔵野公会堂 0422-20-8393( 岡田 )　監督参加

2004 年

・1/31( 土 )  埼玉県　狭山市富士見公民館 042-959-3419( 橋本 )

・2/8( 日 )  東京都　板橋区立エコポリスセンター 03-5970-5001　監督参加

・2/14（土）  神奈川県　南足柄郡 0465-74-2777（高橋）

・3/25( 木 )　  神奈川県　海老名市文化会館　 監督参加

「アレクセイと泉」の DVD・VHS と、「ナージャの村」の DVDが同時発売されました。

　◆アレクセイと泉

DVD：4700 円（税別）／ VHS：5400 円（税別）

＊ DVDは写真集、未公開メーキング、登場人物紹介などの特典付き。

2002 年作品／日本語字幕／カラー／ 104 分／ポレポレタイムス社

ベルリン国際映画祭ベルリナー新聞賞受賞／サンクトペテルブルグ

映画祭グランプリ、ほか

　◆ナージャの村

DVD：4700 円（税別）／ VHS：5400 円（税別）

＊ DVDは写真集の特典付き。

1997 年作品／日本語字幕／カラー／ 118 分／ポレポレタイムス社

ベルリン国祭映画祭正式招待作品／エコメディアグランプリ／ハワ

イ映画祭グランプリ、ほか

問い合せ：
ポレポレタイムス社　TEL 03-3227-1405　FAX 03-3227-1406

■事務局日誌■

ＪＣＦ／日本チェルノブイリ連帯基金

●本部　〒 390-0303　

長野県松本市浅間温泉 2-12-12　　    

TEL 0263- 46- 4218　FAX 0263- 46- 6229

E-mail     jcf@jca.apc.org

Website   http://www.jca.apc.org/jcf/

●東京　〒 164-0003

東京都中野区東中野 4-4-1 ポレポレタイムス社気付

TEL03- 3227- 1405 　 FAX03- 3227-1406

●京都　〒 607-8405

京都府京都市山科区御陵田山町 13-3

TEL075- 591- 7772

第 57 号

発行日　2003 年 9月 26 日

発行人　鎌田實

発行所　

　　日本チェルノブイリ連帯基金

イラスト題字 貝原浩

イラスト  武内裕子

  重岡朱

表紙デザイン 酒井隆志

スタッフ 神谷さだ子

布山みな子

重岡朱

高橋俊光

佐内裕之

印刷 電算印刷

松本市筑摩 1-11-30

■編集後記

  ＜ 7 月＞

  1 日　ベラルーシ独立記念日パーティ ( ベラルーシ大使館 )

  　　  スタディツアー説明会

  3 日　「公民館と市民活動」( 梓川公民館 )

  5 日　第 10 回信毎賞記念式典

  9 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

11 日　NPO 学習会

12 日　山梨英和高校学生来局

　　　 第 2回 JCF 講座「自然エネルギー」

14 日　第 69 次訪問団出発

16 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

20 日　第 69 次訪問団帰着

23 日　スタディツアー出発

　　　 ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

30 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

 ＜ 8 月＞

  7 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

  9 日　第 3回 JCF 講座「我が家のエネルギー、地域のエネルギー」

11 日　アロマライフ安曇野

17 日　ベラルーシ医科大学産婦人科主任招聘 (22 日まで )

20 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

27 日　神田香織さん事務所スタッフ、あがたの森講堂下見

　　　 ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

  ＜ 9 月＞

  2 日　グランドゼロ会員さん訪問・森田さん取材

  3 日　グランドゼロ・電算印刷さんとの打ち合わせ

  　　  ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

  5 日　NGO相談員連絡会

  8 日　アロマライフ安曇野

          10 月 15 日イベント・スタッフミーティング ( 松商学園 )

10 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

11 日　長野 NPOセンター・講演 ( Ｍウィング )

12 日　NPO 学習会

17 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

24 日　ゴメリ州立病院との定時衛星通信（信州大学）

27 日　チェルノブイリ連絡会 ( カタログハウス )

29 日　第 70 次訪問団出発 (10 月 7日帰着 )

事務局でイベントがあると、神谷さんが

ボルシチを作る。そんな時は昼間から、

すね肉を香草といっしょに煮る何とも言

えない、暖かでどっしりとした、美味し

そうな香りでいっぱいになり、仕事中の

私達も来客も、ふんわりと満ち足りた穏

やかな気分になる。匂いは私たちの遥か

な記憶を呼び覚ます。幼い頃の、匂いだ

けが鮮明に立ち上る思い出、暮れなずむ

小道に立ちつくす記憶…。いつかＪＣＦ

を想い出す時、私にはきっと暖かなボル

シチの匂いがするでしょう。 　　（布山）


